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通
の
課
題
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
の
下
野
市
政

に
お
き
ま
し
て
は
、市
民
の
皆
様
と
議
会
・

行
政
に
よ
る
〝
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
〞
を

推
進
す
る
自
治
基
本
条
例
を
施
行
し
、
条

例
の
内
容
を
市
内
全
戸
に
配
布
し
て
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
条
例
に
定
め
ら
れ
た

「
子
ど
も
の
参
画
」
に
基
づ
き
、
行
政
各

分
野
の
計
画
策
定
に
お
い
て
、
子
ど
も
た

ち
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
展
す

る
中
で
、
最
適
な
公
共
施
設
の
配
置
等
を

実
現
す
る
た
め
、「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
基
本
方
針
」
の
策
定
に
着
手
し
た
ほ

か
、
下
野
市
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の
宝

と
し
て
育
て
る
た
め
の
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」、
本
市
産
業
の
現
状

か
ら
導
き
出
さ
れ
た
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
産
業
振
興
の
方
向
性
と
具
体
的
な
施

策
を
示
す
「
産
業
振
興
計
画
」
等
、
各
分

野
の
計
画
策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
は
平
成
27
年
度
を
も
っ
て

合
併
特
例
期
限
が
終
了
し
、
平
成
28
年
度

か
ら
５
年
間
に
わ
た
り
地
方
交
付
税
が
段

階
的
に
削
減
さ
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
行
政
改
革
に
取
り
組
む
た
め
、

「
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
満
足
度
が
よ
り
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
多
様
化
す
る
新

た
な
行
政
課
題
に
即
応
す
る
た
め
行
政
組

織
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
下
野
市
の
未
来
を
担
う
中
学

生
を
被
爆
地
で
あ
る
広
島
市
に
派
遣
し
、

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
、
平
和
の
尊
さ
、
命

の
大
切
さ
等
を
知
る
「
非
核
平
和
推
進
事

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
夢
と
希
望

を
胸
に
、
良
き
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
７
月
の
市
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
の
負
託
を
い
た
だ

き
、
３
期
目
の
下
野
市
政
の
舵
取
り
役
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
長
と
し
て
市
民
の
皆
様
に
、
新
年
の

ご
挨
拶
が
で
き
ま
す
こ
と
を
光
栄
に
思
う

と
と
も
に
、
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
の

重
さ
を
深
く
自
覚
し
、
市
制
施
行
10
年
目

を
迎
え
た
下
野
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
て
全
力
を
傾
注
す
べ
く
、
決
意
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
全

国
各
地
で
自
然
災
害
が
猛
威
を
振
る
っ
た

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
本
県
で
は
２
月
上

旬
の
大
雪
や
８
月
の
突
風
・
竜
巻
に
よ
り
、

農
業
施
設
や
農
作
物
を
は
じ
め
、
家
屋
等

に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
広
島
市
を
は
じ
め
全
国

各
地
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
や
御
嶽
山
の

噴
火
に
よ
っ
て
、
多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、
有
事
に
備

え
る
防
災
・
減
災
対
策
の
重
要
性
を
痛
感

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

す
る
中
に
あ
っ
て
、
日
本
創
成
会
議
・
人

口
減
少
問
題
検
討
分
科
会
に
よ
っ
て
公
表

さ
れ
た
、
約
半
数
の
８
９
６
自
治
体
が
将

来
、
消
滅
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
試
算
は

全
国
に
衝
撃
を
与
え
、
人
口
減
少
問
題
に

対
す
る
取
組
は
、
す
べ
て
の
自
治
体
の
共

業
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
２

次
下
野
市
総
合
計
画
」
や
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
の
「
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
」
の
制
定
等
に
引
き
続

き
取
り
組
む
ほ
か
、
大
松
山
運
動
公
園
拡

張
整
備
や
（
仮
称
）
三
王
山
公
園
の
整
備
、

（
仮
称
）
薬
師
寺
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

建
設
な
ど
、「
し
も
つ
け
重
点
戦
略
」
に

位
置
付
け
ら
れ
た
事
業
を
着
実
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
と
人
口
減

少
社
会
へ
の
対
応
は
、
日
本
の
将
来
を
左

右
す
る
国
家
的
な
問
題
で
あ
り
、
本
市
に

と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
本
市
の
持
つ
豊
か
な
地
域
資
源

や
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
の
潜
在
力

な
ど
を
十
分
に
活
用
し
な
が
ら
、
市
民
力

や
地
域
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
〝
住
み

よ
さ
県
内
ナ
ン
バ
ー
１　

下
野
〞
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
よ
り
実
り
の
あ
る
飛
躍
の
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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よ
り
身
近
な
も
の
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
合
併
当
初
か

ら
３
回
の
見
直
し
に
よ
り
、
昨
年
５
月
の

改
選
に
よ
り
定
数
を
削
減
し
18
人
と
な
り

ま
し
た
が
、
市
政
発
展
の
た
め
こ
れ
ま
で

以
上
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
市
議
会
で
は
、「
議
会
活
性
化

特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
平
成
28
年
５

月
開
庁
予
定
の
「
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
議

場
に
関
す
る
調
査
」、「
議
会
研
修
の
あ
り

方
」、「
会
派
制
の
導
入
」、「
政
務
活
動
費
」、

「
議
会
基
本
条
例
の
推
進
状
況
」
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
議

会
の
活
性
化
に
向
け
、
鋭
意
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
様
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
新
庁
舎
の

進
捗
状
況
は
、
免
震
対
策
を
終
え
、
い
よ

い
よ
上
部
の
立
ち
上
げ
と
な
り
ま
す
。（
仮

称
）
三
王
山
公
園
整
備
事
業
は
、
平
成
28

年
度
完
成
に
向
け
、
現
在
敷
地
造
成
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
完
成
後
は
道
の
駅

し
も
つ
け
と
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
大
松
山
運
動
公
園

拡
張
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

27
年
度
実
施
設
計
に
入
り
ま
す
。
平
成
31

年
度
の
完
成
に
向
け
予
定
ど
お
り
順
調
に

進
む
よ
う
望
み
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に

よ
り
、
円
滑
な
議
会
運
営
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

さ
て
、
下
野
市
が
誕
生
し
て
、
今
年
は

10
年
目
を
迎
え
ま
す
。
地
方
分
権
は
進
展

し
、
市
当
局
は
も
と
よ
り
市
議
会
の
担
う

べ
き
役
割
や
責
任
は
ま
す
ま
す
大
き
な
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
市
議
会
で
も
こ

の
10
年
、
議
会
活
性
化
を
合
言
葉
に
さ
ま

ざ
ま
な
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
大
き
な
改
革
に
「
委
員
会
審

査
方
式
の
導
入
」、「
議
会
基
本
条
例
の
制

定
」
の
２
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
委
員
会
審
査
方
式
」
は
平
成
21
年
12

月
か
ら
導
入
し
、
そ
れ
ま
で
本
会
議
で
審

議
し
て
い
た
議
案
を
専
門
の
常
任
委
員

会
に
お
い
て
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
よ
り
効
率
的
で
専
門
性
の
高

い
議
案
審
査
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
議
会
基
本
条
例
」
は
、
議
員
提
案
に

よ
り
平
成
25
年
９
月
に
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
約
1
年
半
に
わ
た
り
検
討
を

重
ね
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
も

の
に
な
り
ま
し
た
。
定
例
会
で
の
審
議
結

果
を
皆
様
に
ご
報
告
す
る
議
会
報
告
会
は

議
員
手
作
り
の
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
市
議
会
を

　

さ
て
、
話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
下
野

市
で
は
昨
年
８
月
に
県
と
市
が
合
同
で
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
し
市
民
の
安
全
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

近
年
で
は
大
き
な
自
然
災
害
に
よ
り
、
各

地
に
多
く
の
被
害
が
出
ま
し
た
。
被
害
に

遭
わ
れ
た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
は
、
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら

せ
る
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
議
会
は
、
市
民
の
皆
様
の
お
声
を
十

分
に
お
聴
き
し
な
が
ら
ご
期
待
に
応
え

る
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
政
課
題
の
解
決

に
向
け
議
会
機
能
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、

市
民
の
皆
様
に
「
下
野
市
に
生
ま
れ
育
ち
、

住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

市
長
を
初
め
と
す
る
執
行
部
と
一
丸
と

な
っ
て
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
様
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な

る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
方

に
と
っ
て
、
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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下野市議会議長  松本　賢一

議　会　 A s s em b l y

年頭のごあいさつ

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.1
3



よ
り
良
い
計
画
づ
く
り
の
た
め
、
総
合
計
画
審
議
会
の
委
員
、
ま
ち
づ
く
り
の
意
見
お
よ
び
市
民
懇
談
会
に
参
加
す
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

下野市総合計

下
野

第
２
次

市
総
合
計
画

画

◎
総
合
計
画
と
は
？

　

下
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
も
の
で
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
理
念
を
明
確
に
し
、

実
現
す
べ
き
将
来
像
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
目
標
、
施
策
の
大

綱
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

基
本
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
目
標
等
を
実
現
す
る
た
め
の

分
野
ご
と
の
方
向
性
や
主
要
施

策
等
を
示
し
た
も
の
で
す
。

◎
第
2
次
下
野
市
総
合
計
画

　

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
37

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る
「
基
本
構
想
」
と
平
成
28
年

度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
を
期

間
と
す
る
「
前
期
基
本
計
画
」、

さ
ら
に
、
そ
の
後
の
平
成
33
年

度
か
ら
平
成
37
年
度
ま
で
を
期

間
と
す
る
「
後
期
基
本
計
画
」

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
応
募
・

　

問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

－

０
４
９
２

　

下
野
市
小
金
井

１
１
２
７
（
国
分
寺
庁
舎

２
階
）

　

下
野
市
総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

　

（
40
）５
５
７
２

　

 sougouseisaku@
city.shim

otsuke.
lg.jp

総
合
計
画
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画

の
進
捗
状
況
等
の
検
証
を

踏
ま
え
て
、「
第
2
次
下
野

市
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、

審
議
・
検
討
し
ま
す
。

■
内
容

　

平
成
28
年
度
か
ら
始
ま

る
第
2
次
下
野
市
総
合
計

画
の
策
定
に
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問

に
応
じ
て
幅
広
い
視
点
で

調
査
や
審
議
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
人
数　

５
名
程
度

■
委
員
の
構
成

　

公
募
委
員
と
学
識
経
験

者
（
22
名
以
内
）
で
構
成

し
ま
す
。

■
任
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
市
長
に

答
申
す
る
日
ま
で
（
概
ね

平
成
27
年
４
月
頃
〜
12
月

頃
）

■
会
議
開
催
回
数

　

７
回
程
度

■
応
募
資
格

① 

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
方

② 

原
則
と
し
て
、
市
で
設

置
す
る
ほ
か
の
審
議
会
、

委
員
会
等
の
委
員
で
な

い
方

③
会
議
に
出
席
で
き
る
方

④ 

下
野
市
議
会
議
員
及
び

下
野
市
の
職
員
で
な
い

方
■
報
酬

　

１
回
あ
た
り６

，
０
０
０
円

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
（
総
合
政
策

課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
、
直
接
持
参
の
い
ず
れ

か
の
方
法
に
よ
り
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切

　

２
月
３
日
㈫

　

午
後
５
時
15
分
必
着

■
選
考
結
果

　

書
類
審
査
を
行
い
、
３

月
上
旬
頃
ま
で
に
応
募
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

懇談会には参加できないけど
まちづくりの意見募集

　市民懇談会に参加できない方、集まっ
て意見を言うことが苦手な方など、どな
たでも提出いただけます。
■募集する意見
　これまでのまちづくりに対する評価や
課題、今後のまちづくりで重点的に取り
組むべき事項など
■意見の提出方法
　住所、氏名を記入し、郵送、ＦＡＸ、
メール、直接持参のいずれかの方法によ
りご提出ください。（電話不可）
※提出様式は任意ですが、総合政策課及
び各庁舎市民課窓口、市ホームページに
て参考様式を配付しています。
■提出期限　２月３日㈫
※ご意見に対する回答は行いませんの
で、ご了承ください。

みんなと話し合ってまちづくりしたい
まちづくり市民懇談会
（ワークショップ）参加者募集

■内容　ワークショップを通して、これ
からの下野市のまちづくりに必要な取り
組みについて、提案書にまとめます。
■開催予定日（全３回）
　1月25日㈰、2月7日㈯、2月21日㈯
　各回とも午前10時～正午
■会場　国分寺公民館大ホール
■対象　18歳以上の市内在住または通勤
通学されている方
■募集人数　30人程度（継続して参加で
きる方）※報酬はありません。
■申込方法　①氏名（ふりがな）②住所
③電話番号④年齢⑤性別⑥職業⑦「下野
市をもっと住みよくするために取り組む
べきこと」を明記し、郵送、ＦＡＸ、メー
ル、直接持参のいずれかの方法によりお
申し込みください。（申込様式は総合政
策課窓口及び市ホームページにて配付し
ています。）
■申込締切　１月15日㈭必着

第2次
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自治基本条例

教
え
て
！ 

自
治
基
本
条
例

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

　

今
回
は
、
第
６
章
「
参
加
及
び
協
働
」

を
取
り
あ
げ
ま
す
。

　

第
６
章
で
は
市
政
や
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
加
を
保
障
す
る
仕
組
み
や
ま
ち
づ

く
り
を
協
働
で
進
め
て
い
く
た
め
の
人

材
及
び
組
織
の
育
成
に
つ
い
て
規
定
し

て
い
ま
す
。

今
月
の
ポ
イ
ン
ト

「
市
政
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
」

「
人
材
と
組
織
の
育
成
」

■市政やまちづくりへの参加を実践しよう！■
　自治基本条例では、このような市政に参画する機会を保障してい
ます。
　パブリックコメントやさまざまな委員会の委員募集（公募）、さら
に市民説明会等は、市民が市政やまちづくりに参加する機会です。
　参加の機会を活用して、市民の一員としてまちづくりを実践して
みませんか。

意見募集
市民の市政への参加を保障する制度である意
見募集制度について規定しています。

　市民意見公募手続（一般的にパブリックコ
メントと言われる制度）で、市が市民生活に
広く影響を与えるものについて、市民に情報
提供を行い、広く意見を求めます。基本的な
事項を定める条例や計画などを策定する際
に、計画段階で公表します。

⇩
　これにより、さまざまな市民の意見を市政
運営に反映させる機会を確保して、市の政策
形成過程での市政運営の公正の確保と透明性
の向上を図ることを目指しています。
⇒　下野市では、「下野市パブリックコメント
制度実施要綱」を制定し、運用しています。

■住民投票
住民の意思を直接確認する必要があると認め
られるような重要な事案については、住民投
票を実施することができると規定しています。

　市の直面する重要課題や将来に決定的な影
響を及ぼすような課題等について、住民投票
実施に関する条例の議決を経て、住民投票を
実施することができます。
住民投票は、住民を二分する可能性があるな
ど、住民相互の関係性にも大きな影響がある
ことから、多様な意見を持つ人が十分に議論
をした上で、なお、住民の意思を確認する必
要がある場合の最終手段として実施するもの
としています。
　住民投票の結果は、議会や市長の選択や決
断を拘束するものではありませんが、尊重し
なければならないとしています。

公募による委員
審議会等の委員の選任に当たっては、原則として公募に
よる市民委員を含めなければならないことを規定して
います。

　審議会等とは、条例に基づき設置する協議会や委員会
等を指します。委員の選任に当たっては、透明で公平な
手続きで行われるべきことが規定されています。
　また、審議会等の会議は、市民の市政への参画や透明
性の高い市政運営の基礎となるため、原則公開としてい
ます。

■人材と組織の育成
　市民が主役のまちづくりを推進するためには、それを担う人づくり
が必須です。市民が積極的、意欲的にまちづくりに取り組めるよう場
所や機会、仕組みなどの環境づくりを行い、協働によるまちづくりを
推進します。

第33条

第32条

第34条

下野市では、生涯学習情報セ
ンター（写真）を開設し、ボ
ランティアバンクの管理運
営、人材育成講座の開催、活
動場所の提供などを行って
います。

第31条
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

市民農園まつり

　生産者と消費者の交流を目的
とする第９回市民農園まつりが、
11月１日に開催されました。
　ステージでは、保育園児の遊
戯や中学校吹奏楽部の演奏があ
り、テントでは新鮮野菜や手作
り無添加加工品、菓子、飲物等
の販売が行われました。
　また、無料のポップコーン、
ふかし芋、芋煮のコーナーでい
ただいた募金は、福島県から下
野市に避難されている方の交流
会「ふくしまあじさい会」に、
古川実行委員長からお渡ししま
した。

いつまでもお元気で

百歳おめでとうございます
　齋藤キミさん（大正3年11月生）が百歳を迎えられ、
市長より祝詞とお祝いの品を贈呈しました。
　齋藤さんは日頃より折紙を折ることが好きで、色
とりどりの紙で折りあげたこまなど、作品が100個
できると幼稚園や病院等にプレゼントをし、とても
喜ばれています。「手先を動かすことはいいことな
んですよ」「皆さんに大切にされ、幸せです」とおっ
しゃってました。
　いつまでもお元気でお過ごしください。

サッカー大会で大活躍！

　11月3日、桃畑緑地公園で行われた第29回上三川
町サッカー大会において、南河内サッカースポーツ
少年団のU12・U10クラスが見事優勝しました。お
めでとうございました。

　旧石橋町収入役を4期務めら
れ、地方自治の発展に尽くされ
ました石崎一夫氏（石橋）が、
高齢者叙勲として「瑞宝双光章」
を受章されました。
　誠におめでとうございました。

（略歴）
　昭和16年3月～昭和55年8月
　　旧石橋町事務吏員
　昭和55年8月～平成7年6月
　　旧石橋町収入役（4期）

　農業行政に尽力されました、
若松健一郎氏（下古山）が、平
成26年秋の叙勲において、「旭日
単光章」を受章されました。
　誠におめでとうございました。

（略歴）
　昭和63年9月～平成18年9月
　　農業委員会委員（7期）
　平成9年9月～平成18年1月
　　旧石橋町農業委員会会長
　平成18年1月～平成18年9月
　　下野市農業委員会会長

叙勲受章のお知らせ
石崎一夫氏が瑞宝双光章を受章　若松健一郎氏が旭日単光章を受章
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

太田聖斗君（薬師寺ＴＴＣ）
栃木県卓球選手権３位入賞！

　11月9日に開催された第32回栃木県
ホープス卓球選手権大会において、薬
師寺ＴＴＣ所属の太田聖斗君（国分寺
小２年生）がバンビの部（小学２年生
以下）で３位に入賞しました。太田選
手は県大会バンビの部で、昨年３月の
新人卓球大会から３大会連続３位に入
賞しています。今後の活躍を期待いた
します。

■問い合わせ先
　薬師寺ＴＴＣ　代表　坂本秀夫
　☎０９０（４５４２）５０５０
　※ 随時、会員募集中！

空手拳士が大活躍！

　11月16日、宇都宮市明保野体育館で
行われた栃木交流試合において市内拳
士が見事な成績をおさめました。おめ
でとうございました。（敬称略）
・小学４年組手Ａの部
　優勝　飯野幸太（国分寺小）
・小学５年組手Ｂの部
　優勝　江戸哲心（薬師寺小）
・小学１年チャレンジ組手Bの部
　優勝　佐藤忍（緑小）

民生委員児童委員に表彰状

　11月12日、宇都宮市文化会館で開かれた第24回栃木県民生委員
児童委員大会において、下野市の５名の民生委員児童委員が、長
年にわたり地域福祉の推進に尽力した功績が認められ表彰を受け
ました。受賞された方は次のとおりです。（敬称略）
■栃木県民生委員児童委員会長表彰
　〈石橋地区〉　　野中　千代子
　〈国分寺地区〉　熊倉　利夫　小林　コト　篠原　ヤイ子
　〈南河内地区〉　永井　哲雄

更生保護活動で表彰

　11月11日、宇都宮市文化会館において「栃木県更生保護大会」
が開催され、次の方々が表彰を受けられました。受賞された皆さ
んはそれぞれ保護司、更生保護女性会員として更生保護活動に貢
献されており、その多大な功績が認められ今回の表彰となりまし
た。（敬称略）
◆法務大臣表彰 今井　幸子
◆関東地方更生保護委員会委員長表彰
　五月女　洪 大手　正憲
◆関東地方保護司連盟会長表彰
　永井　克美 松本　賢
◆宇都宮保護観察所長表彰
　秋山　和子 荒井　照男 飯島　珠美
◆宇都宮保護観察所長感謝状
　石井　せつ子 永井　千代子 渡邊　久枝
◆栃木県保護司会連合会会長表彰
　荒川　直男
◆栃木県更生保護女性連盟会長表彰
　川中子　イチ子 海老原　靖子 松沼　豊子
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「
税
に
関
す
る
標
語
」の
表
彰

　

11
月
6
日
、
公
益
社
団
法
人　

栃
木
法

人
会
石
橋
地
区
会
主
催
の
、「
税
に
関
す

る
標
語
」
の
入
選
作
品
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

入
選
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

○
栃
木
税
務
署
長
賞

　

石
橋
北
小
学
校
六
年　

佐
藤　

あ
か
音

　
「
税
金
で　

み
ん
な
笑
顔
の

　

ま
ち
づ
く
り
」

○
下
野
市
長
賞

　

石
橋
小
学
校
六
年　

倉
浪　

七
虹
美

　
「
納
税
で　

支
え
る
福
祉

　

明
る
い
未
来
」

○
下
野
教
育
長
賞

　

古
山
小
学
校
六
年　

須
藤　

美
咲

　
「
税
金
は　

未
来
の
と
び
ら

　

開
け
る
か
ぎ
」

○
（
公
社
）
栃
木
法
人
会
長
賞

　

細
谷
小
学
校
六
年　

倉
井　

来
未

　
「
税
金
は　

す
て
き
な
未
来

　

支
え
て
る
」

　

そ
の
他
の
法
人
会
石
橋
地
区
会
長
賞
等

作
品
は
、
国
分
寺
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー
に
掲

示
し
て
い
ま
す
。

中
学
生「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

の
表
彰

　

11
月
13
日
、
栃
木
市
商
工
会
議
所
に
お

い
て
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
・
国

税
庁
主
催
の
中
学
生
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
募
集
で
、
市
内
中
学
生
の
作
品
が
受

賞
を
受
け
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
栃
木
税
務
署
長
賞

　

南
河
内
第
二
中
学
校
三
年

　

原
田　

茉
奈
美

　

人
ご
と
で
は
な
い
「
税
金
」

○
下
野
市
長
賞

　

南
河
内
第
二
中
学
校
二
年

　

鎌
田　

望
瑞

　

税
で
守
ら
れ
る
も
の

○
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　

南
河
内
第
二
中
学
校

　
（ 

作
文
募
集
の
協
力
が
特
に
顕
著
な
中

学
校
に
対
す
る
表
彰
）

税のお知らせ

税のお知らせ

■問い合わせ先
　税務課　☎（40）5554

「
税
理
士
会
が
行
う
還
付
申
告
無
料

税
務
相
談
」
の
お
知
ら
せ
は
36
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ

さ
い
。

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

償
却
資
産
と
は
土
地
、
家
屋
以
外
の
事
業

に
使
用
す
る
資
産
で
、
会
社
（
法
人
）
や

個
人
で
工
場
や
商
店
ま
た
は
駐
車
場
な
ど

を
経
営
し
て
い
る
人
が
事
業
の
た
め
に
用

い
る
こ
と
の
で
き
る
構
築
物
、機
械
、器
具
・

備
品
な
ど
の
こ
と
で
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
償
却
資
産
を
所

有
す
る
者
は
、
法
令
に
基
づ
き
、
資
産
の

名
称
・
取
得
時
期
・
価
格
な
ど
を
市
に
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

償
却
資
産
の
申
告
期
限
は
２
月
２
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る

資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
中
に
新
し
く
設
立
し
た
事

業
所
や
、
引
き
続
き
申
告
が
必
要
な
事
業

所
な
ど
に
対
し
て
昨
年
12
月
中
に
申
告
案

内
を
送
付
し
ま
し
た
。
申
告
案
内
が
届
い

て
い
な
い
場
合
や
、
新
た
に
申
告
す
る
た

め
申
告
用
紙
が
必
要
な
方
は
税
務
課
資
産

税
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
電
子
申
告
「eL-T

A
X

」
も
利
用
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

個
人
で
設
置
し
た
場
合
で
も
10
k
w
以

上
の
太
陽
光
発
電
設
備
で
全
量
売
電
す
る

も
の
は
、
償
却
資
産
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

正
当
な
理
由
な
く
申
告
し
な
い
場
合

や
、
虚
偽
の
申
告
を
し
た
場
合
は
過
料
な

ど
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ご
不
明
な
場
合
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

資産種類 内容
1 構築物 看板、フェンスなど土地に定

着する土木設備や工作物
2 機械及び

装置
印刷機械、太陽光発電設備、
建設機械などの機械装置

3 船舶 一般船舶、貨物船、漁船など
4 航空機 飛行機、ヘリコプターなど
5 車両及び

運搬具

運搬車、大型特殊自動車など
（自動車税や軽自動車税の課
税対象は除く。

6 工事、器具
及び備品

エアコン、パソコン、冷蔵庫、
通信設備など

Shimotsuke
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所得税・市県民税申告相談のお知らせ

　市では、所得税及び市県民税の申告相談を以下のとおり行います。申告を忘れてしまいますと、「各種証明
書等を発行することができない」「国民健康保険税の軽減措置が受けられない」等の支障をきたすことがあり
ます。必ず期限内に申告してください。

所得税・市県民税　　　
　　　申告相談のお知らせ

■問い合わせ先　税務課　☎４０－５５５４

■申告相談に必要なもの
・ 印鑑
・ 前年中の収入金額と必要経費のわかる書類（事業所得の収支内訳書や給与・年金の源泉徴収票等）
・ 社会保険料（国民健康保険税、国民年金保険料等）の支払金額を証明するもの
・ 障害者控除を受ける方は、障害者手帳などその障害を証明するもの
・ その他各種控除を受ける方は、それらの証明書または領収書（医療費控除、住宅ローン控除等）
・ 銀行などの本人名義の口座番号（還付を受ける場合に必要です）

収支内訳書は帳簿等を基に事前に作成しておいてください。
事前に作成されていない方は、申告相談を受付できません。

※ 医療費は、領収書を集計し、『医療費の明細書』（税務署や国税庁のホームページから入手できます）に記
入のうえ、領収書を持参して会場にお越しください。

■その他
・  例年、書類を忘れたり、持参せずに会場にお越しになる方が散見されます。必要な書類がございませんと、
申告相談ができませんので、必要な書類がそろっていることを事前に確認してから会場にお越しください。
（特に年金の源泉徴収票をお忘れになる方が多数いらっしゃいます。年金を受給されている方はご注意くだ
さい。）

・  譲渡所得（株式・土地等）の申告・青色申告・最初の年の住宅借入金等特別控除（住宅ローン減税）の申告・
リフォーム等各種住宅関係の申告・雑損控除の申告・過年度分の申告・贈与税の申告などをされる方は、
栃木税務署（栃木商工会議所大ホール）にて申告してください。

○受付会場
　南河内地区は会場が変更になりましたのでご注意ください。
　・南河内地区会場 （南河内公民館　会議室）
　・石橋地区会場 （石橋庁舎3階　会議室）
　・国分寺地区会場 （国分寺庁舎隣　国分寺公民館内ＩＴ研修室）

○受付期間

2月16日㈪～3月16日㈪（土・日を除く）
受付時間は、午前の部は9時～ 11時、午後の部は1時15分～ 3時30分です。【日程は10ページのとおり】

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

天
平
の
丘
公
園
で
開
催
す
る
「
天
平
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
最
長
コ
ー
ス
は
10
㎞
で
あ
る
。
○
か
×
か
。

問
１

Shimotsuke
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平成２６年分所得税・住民税申告相談日程表
前回から、全会場ともに住所別の区分となりました。自治会別ではありませんので、ご注意ください。

● 南河内地区会場（南河内公民館　会議室）

受付日 対象地区 受付日 対象地区

２／１６㈪～２／１９㈭ 薬師寺・成田・町田 ２／２７㈮～３／３㈫
本吉田・上吉田・下吉田
三王山・上川島・中川島
磯部・別当河原

２／２０㈮～２／２４㈫ 仁良川・谷地賀
下文狹・田中 ３／４㈬～３／９㈪ 祇園

２／２５㈬～２／２６㈭ 上坪山・下坪山
東根・絹板・花田

３／１０㈫～３／１３㈮ 緑
３／１６㈪ ※予備日

● 石橋地区会場（石橋庁舎　３階会議室）
受付日 対象地区 受付日 対象地区

２／１６㈪ 上大領 ３／２㈪～３／３㈫ 上古山・下長田
２／１７㈫ 大光寺 ３／４㈬～３／５㈭ 文教
２／１８㈬ 下石橋 ３／６㈮～３／１２㈭ 下古山
２／１９㈭～２／２５㈬ 石橋 ３／１３㈮ 東前原・下大領

上台・大松山２／２６㈭ 花の木
２／２７㈮ 中大領・細谷・橋本 ３／１６㈪ ※予備日

● 国分寺地区会場（国分寺庁舎隣　国分寺公民館内ＩＴ研修室）
受付日 対象地区 受付日 対象地区

２／１６㈪～２／１８㈬ 駅東・医大前・烏ケ森 ３／５㈭～３／６㈮ 国分寺・紫
２／１９㈭～２／２３㈪ 柴 ３／９㈪～３／１２㈭ 川中子
２／２４㈫～２／２５㈬ 笹原・箕輪 ３／１３㈮～３／１６㈪ ※予備日
２／２６㈭～３／４㈬ 小金井

所得税・市県民税申告相談のお知らせ

最初の１週間及び申告期限間際は大変混雑する傾向にあります。
できるだけ対象地区の割り振りをご理解いただき、混雑緩和にご協力ください。

※予備日は、市内の各申告会場で申告相談をし、書類不備等で再度申告される方を中心に受け付けます。

栃木税務署からの
お知らせです 所得税の確定申告は正しくお早めに

栃木税務署の所得税の申告会場は「栃木商工会議所大ホール」です

平成２６年分の所得税、贈与税、個人事業者の消費税及び地方消費税の
申告相談及び受付を以下のとおり実施します。

税務署による申告相談 税理士会による申告無料相談
会　場 「栃木商工会議所大ホール」　栃木市片柳町2丁目1番46号
開設期間 2月16日㈪　～　3月16日㈪ 2月16日㈪　～　3月11日㈬
受付時間 午前9時 ～　午後4時 午前9時 ～ 午後4時

※　土・日曜日は開設しておりません。
※　開設期間中は、栃木税務署庁舎での申告相談は行っていませんのでご注意ください。
※　申告会場では、現金納付の窓口業務は行っていませんのでご了承ください。
※　栃木商工会議所では、電話等でのお問い合わせを行っておりません。
※　申告会場の駐車場は、混雑が予想されますので、お車でのご来場はなるべくご遠慮ください。

（注）還付申告の方は、2月16日㈪以前でも税務署に申告書を提出することができます。
■問い合わせ先　栃木税務署☎0282（22）0885

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
×
】　

最
も
距
離
が
長
い
種
目
は
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
約
21
㎞
）
で
す
。
今
年
は
１
月
12
日
㈪
に
開
催
し
ま
す
。
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自治医科大学附属病院　連携協働コラム

感
染
症
科
っ
て
何
？

　

感
染
症
科
と
い
う
診
療
科
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
か
ぜ
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
も
み
ん
な
感
染
症
で
あ
り
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
感
染
症
は
身
近
な
存
在

で
す
。
さ
ら
に
２
０
１
４
年
は
感
染
症
で

話
題
に
な
っ
た
１
年
で
し
た
。
代
々
木
公

園
を
中
心
に
発
生
し
た
デ
ン
グ
熱
、
西
ア

フ
リ
カ
を
中
心
に
猛
威
を
ふ
る
う
エ
ボ
ラ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
そ
し
て
栃
木
県
で
は

ダ
ニ
か
ら
感
染
す
る
日
本
紅
斑
熱
を
初
め

て
診
断
し
ま
し
た
。
感
染
症
科
で
は
、
細

菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
バ
イ
キ
ン
が
ヒ
ト

へ
の
戦
い
を
挑
み
、
そ
の
戦
い
に
よ
っ
て

起
き
る
様
々
な
病
気
〝
感
染
症
〞
を
扱
い

ま
す
。
バ
イ
キ
ン
と
の
戦
い
に
よ
り
、
ヒ

ト
は
高
熱
を
出
し
た
り
、
咳
を
出
し
た
り
、

下
痢
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
バ
イ
キ
ン
と

の
戦
い
に
敗
れ
れ
ば
、
死
ん
で
し
ま
う
こ

と
す
ら
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
感
染
症
科
医

は
、
バ
イ
キ
ン
の
侵
入
を
防
い
だ
り
、
バ

イ
キ
ン
と
戦
う
最
強
・
最
適
な
武
器
を
駆

使
し
た
り
し
て
、
日
々
バ
イ
キ
ン
に
立
ち

向
か
っ
て
い
ま
す
。
バ
イ
キ
ン
の
攻
撃
範

囲
は
広
く
、
体
中
ど
こ
で
も
起
こ
り
え
ま

す
。
循
環
器
内
科
、
消
化
器
外
科
な
ど
の

臓
器
に
よ
る
診
療
科
の
区
切
り
に
と
ら
わ

れ
ず
、
い
ろ
ん
な
部
位
の
病
気
を
相
手
に

気
の
人
が
集
ま
る
場
所
で
あ
り
、
バ
イ
キ

ン
に
汚
染
さ
れ
や
す
い
環
境
で
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
で
消
毒
し
た
り
石
鹸
と
流
水
で
手

を
洗
っ
た
り
す
る
事
に
よ
り
、
患
者
さ
ん

か
ら
患
者
さ
ん
へ
の
バ
イ
キ
ン
の
伝
播
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
院
内
感
染
の
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。
我
々
は
病
院
ス
タ
ッ
フ

を
中
心
に
正
し
い
手
洗
い
や
手
袋
な
ど
の

防
護
具
の
着
用
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
大
切
な
予
防
は

ワ
ク
チ
ン
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
は
生
後
半
年
以
上
の
全
て
の
人
に
推

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
院
で
は
多
く
の

部
門
と
協
力
し
な
が
ら
診
療
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

正
し
い
抗
生
物
質
と
治
療
が
患
者
を
救
う

　
「
か
ぜ
を
引
い
た
の
で
抗
生
物
質
を
内

服
し
て
良
く
な
り
ま
し
た
。」
こ
れ
は
、

正
し
い
抗
生
物
質
の
使
い
方
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
抗
生
物
質
は
細
菌
に
し
か
効
き
ま

せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
あ
る
風
邪
に

は
全
く
効
か
な
い
の
で
す
。
逆
に
抗
生
物

質
が
効
き
に
く
い
細
菌
を
増
や
し
、
副
作

用
が
出
現
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
抗
生

物
質
は
使
い
方
次
第
で
悪
者
に
も
、
救
世

主
に
も
な
り
う
る
の
で
す
。
全
て
の
バ
イ

キ
ン
に
効
く
抗
生
物
質
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

数
百
種
類
あ
る
抗
生
物
質
に
は
得
手
不
得

手
が
あ
り
、
最
良
の
武
器
を
選
ば
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
抗
生
物
質
だ
け

で
は
な
く
、
手
術
を
し
て
バ
イ
キ
ン
を
取

り
除
く
こ
と
も
重
要
な
治
療
の
一
つ
で
す
。

高
度
な
医
療
を
提
供
す
る
当
院
で
は
、
重

症
患
者
が
多
く
、
私
た
ち
感
染
症
科
が
診

療
に
加
わ
り
患
者
さ
ん
の
命
を
救
う
べ
く

努
力
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
キ
ン
の
侵
入
を
防
げ

　

バ
イ
キ
ン
が
体
に
侵
入
し
な
け
れ
ば
感

染
症
は
起
き
ま
せ
ん
。
正
し
く
手
を
洗

う
こ
と
は
予
防
の
一
つ
で
す
。
病
院
は
病

奨
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
65
歳
以
上
の
方
は

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
に
な
り

ま
し
た
。
土
い
じ
り
を
さ
れ
る
方
は
破
傷

風
ワ
ク
チ
ン
を
ぜ
ひ
接
種
す
べ
き
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病
気
を
防
ぐ
こ
と
は

大
切
な
予
防
の
柱
で
あ
り
、
当
院
の
ス

タ
ッ
フ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

下
野
市
、
栃
木
県
の
皆
さ
ん
に

安
全
、
安
心
の
た
め
に

　

当
院
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関

で
す
。
行
政
の
指
示
に
よ
り
栃
木
県
で
エ

ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
疑
い
患
者

さ
ん
が
発
生
し
た
場
合
に
は
当
院
の
感
染

隔
離
病
棟
に
入
院
し
ま
す
。
疑
い
患
者
さ

ん
は
、
三
重
の
扉
の
あ
る
部
屋
の
中
で
管

理
さ
れ
ま
す
。
隔
離
区
域
は
厳
重
に
管
理

さ
れ
て
お
り
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の

病
原
体
が
漏
れ
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
院
の
患
者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
に
は
影
響

の
な
い
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
我
々
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
や
訓
練
を
行
い
な

が
ら
、
万
が
一
の
患
者
さ
ん
の
発
生
に
備

え
て
い
ま
す
。

　

感
染
症
科
を
持
つ
大
学
病
院
は
ま
だ
ま

だ
少
な
く
、
全
国
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
当
院

に
集
ま
り
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
皆
様
に
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
今
後
も
努
力
い
た
し
ま
す
。

感
染
症
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

〜
手
強
い
バ
イ
キ
ン
と
ど
う
戦
う
か
〜

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

臨
床
感
染
症
セ
ン
タ
ー　

感
染
症
科

臨
床
助
教　

法の
り

月づ
き　

正ま
さ

太た

郎ろ
う

手洗い用のアルコールジェルを持った感染症科チーム

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
は
栃
木
県
内
14
市
の
内
、
一
番
面
積
が
小
さ
い
市
で
あ
る
。
○
か
×
か
。

問
２
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混
ぜ
な
い
よ
う
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
蛍
光
灯
の
出
し
方

　

購
入
時
の
箱
に
入
れ
、
透
明
・

半
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
家
庭
用
品

の
出
し
方

　

透
明
・
半
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
粗
大
ご
み
に
該
当
す

る
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
家
庭
用
品

は
、
従
来
ど
お
り
、
粗
大
ご
み

で
受
け
付
け
て
回
収
し
ま
す
。

石
橋
地
区
の
皆
様
へ

　

蛍
光
灯
に
つ
い
て
は
電
球
と

と
も
に
、
有
害
ご
み
と
し
て
別

回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
蛍
光
灯
・
電
球
の
出
し
方

　

半
透
明
・
透
明
の
ポ
リ
袋
に

入
れ
て
し
ば
ら
ず
に
、
他
の
有

害
ご
み
と
混
ぜ
な
い
よ
う
に
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

蛍
光
灯
・アス

ベ
ス
ト
含
有

家
庭
用
品
の

分
別
回
収
に
つ
い
て

南
河
内
・
国
分
寺
地
区
の皆

様
へ

　

蛍
光
灯
・
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

家
庭
用
品
の
別
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
前
か
ら
有
害
ご
み
と
し
て

指
摘
さ
れ
て
い
た
蛍
光
灯
と
、

近
年
、
そ
の
飛
散
に
よ
る
健
康

被
害
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
家
庭
用
品
の
別

回
収
を
平
成
19
年
4
月
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

蛍
光
灯
や
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、

解
体
時
等
に
お
け
る
飛
散
が
問

題
と
さ
れ
て
お
り
、
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
製
品
を
家
庭
内
に
所
有

す
る
こ
と
自
体
が
有
害
と
い
う

訳
で
は
な
く
、
ま
た
、
回
収
に

よ
る
飛
散
が
確
認
さ
れ
た
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
回
収

や
処
分
時
に
お
け
る
よ
り
一
層

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
管
内

（
小
山
市
、
野
木
町
、
下
野
市
）

で
別
回
収
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ご
み
と
し
て
出
す
時
は
、
次

の
と
お
り
、
他
の
有
害
ご
み
と

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂
原
へ

見
学
に
い
き
ま
せ
ん
か
？

　

ご
み
ク
レ
ー
ン
で
ご
み
を
つ

か
ん
で
い
る
様
子
や
ご
み
発
電

シ
ス
テ
ム
、
び
ん
・
缶
な
ど
の

資
源
物
を
機
械
で
分
け
て
い
る

と
こ
ろ
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
が
案

内
し
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
「
環
境
」
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

火
曜
日
〜
日
曜
日
、

　

午
前
10
時
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
３
時

　
（
所
要
時
間
は
１
時
間
程
度
。

相
談
可
。）

■
定
員

　

２
〜
80
名
程
度

■
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

宇
都
宮
市
環
境
学
習
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
２
８（
６
５
５
）６
０
３
０

駅
橋
石

クリーンパーク茂原
宇都宮市環境学習センター

石橋北小

下野警察署

グリムの森

古山小

石橋高

石橋庁舎

号
４
道
国

線
宮
都
宇
Ｒ
Ｊ

北関東自動
車道

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】　

下
野
市
の
面
積
は
74
・
５
８
平
方
㎞
で
す
。
ち
な
み
に
、
栃
木
県
内
で
最
も
面
積
が
小
さ
い
町
は
野
木
町
（
30
・
２
５
平
方
㎞
）
で
す
。
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分
別
の
徹
底
を
！

　

不
適
正
な
分
別
排
出
に
よ
り
、

ご
み
収
集
車
に
火
災
事
故
が
起

こ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
適

正
な
分
別
・
排
出
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

ご
み
を
出
す
と
き
は
、
行
政

カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
家
庭
ご
み
の

正
し
い
分
け
方
・
出
し
方
」
を

よ
く
確
認
し
、
次
の
こ
と
を
必

ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
小
型
家
電
製
品
・
コ
ン
ロ

　

火
花
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
池
を
は

ず
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ラ
イ
タ
ー

　

使
い
き
っ
て
か
ら
、
ガ
ス
を

抜
い
て｢

有
害
ご
み｣

の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ス
プ
レ
ー
缶
・
卓
上
コ
ン
ロ

の
ガ
ス
ボ
ン
ベ

　

使
い
き
っ
て
か
ら
、
市
販
の

穴
あ
け
器
な
ど
で
穴
を
開
け
て

｢

有
害
ご
み｣

の
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度

冬
の
節
電
の
お
願
い

　

こ
の
冬
は
安
定
供
給
に
必
要

な
最
低
限
の
電
力
を
確
保
で
き

る
見
込
み
で
す
が
、
大
規
模
な

電
源
脱
落
等
に
よ
り
、
電
力
需

給
が
ひ
っ
迫
す
る
場
合
の
備
え

と
し
て
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

節
電
の
着
実
な
実
施
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
極
端
に
寒
さ
を
我
慢

す
る
こ
と
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
で
は
、
気
温
の
急

激
な
低
下
や
発
電
所
の
ト
ラ
ブ

ル
停
止
な
ど
に
よ
り
、
需
給

ひ
っ
迫
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に

は
、
停
電
回
避
の
た
め
、「
電

力
需
給
ひ
っ
迫
警
報
」
を
発
令

し
、
緊
急
の
節
電
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
参
考
：
東
京
電
力
【
で
ん

き
予
報
】
サ
イ
ト

http://
w
w
w
.tepco.co.jp/forecast/

index-j.htm
l

■
節
電
要
請
期
間
・
時
間

　

１
月
5
日
〜
３
月
31
日
の
平

日　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

○
暖
房
機
器
は
種
類
に
よ
っ
て

温
ま
り
方
が
違
い
ま
す
。
機
器

を
上
手
に
選
ん
で
お
使
い
く
だ

さ
い
。

・ 

エ
ア
コ
ン
：
部
屋
全
体
を
暖

Ｉ
♥
マ
イ
バ
ッ
グ

　

今
、
話
題
の
〝
マ
イ
バ
ッ
グ
〞。

各
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
も
色
々
な
マ

イ
バ
ッ
グ
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

自
分
に
合
っ
た
も
の
を
選
び

オ
シ
ャ
レ
に
お
買
い
物
！！

■
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ご
み
減

量
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

・  

買
い
物
を
す
る
と
き
に
は
自

分
の
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
レ

ジ
袋
を
断
る
。

・  

コ
ン
ビ
ニ
で
も
、
マ
イ
バ
ッ

グ
。

■
ち
り
も
積
も
れ
ば
山
と
な

る
！Let's

リ
フ
ュ
ー
ズ

　

ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
４
Ｒ

運
動
（
リ
フ
ュ
ー
ズ
・
リ
デ
ュ
ー

ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
の
リ
フ
ュ
ー
ズ
と
は
、
過

剰
包
装
を
断
る
、
ご
み
に
な
る

も
の
を
買
わ
な
い
な
ど
発
生
源

で
ゴ
ミ
と
な
る
も
の
を
断
つ
こ

と
を
言
い
ま
す
。

め
る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ル
タ
ー
掃
除
は
こ
ま
め

に
行
い
、
風
向
き
を
下
向
き
に

設
定
し
、
な
る
べ
く
部
屋
の

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

・ 

こ
た
つ
：
足
元
全
体
を
暖
め

る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

掛
け
布
団
を
増
や
し
た
り
、

下
に
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

・ 

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
：
温
め
る

広
さ
を
選
べ
ま
す
。

　

断
熱
効
果
の
あ
る
マ
ッ
ト
を

下
に
敷
い
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
：
脱
衣

所
や
ト
イ
レ
な
ど
、
で
き
る
限

り
短
時
間
使
用
に
限
っ
て
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

大
切
な
愛
犬
、
き
ち
ん

と
飼
っ
て
い
ま
す
か
？

　

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
社
会
に
も

受
け
入
れ
ら
れ
る
愛
犬
に
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

○
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

○
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
フ
ン
の
後
始
末
は
必
ず
し
ま

し
ょ
う
。

○
飼
い
主
が
誰
か
わ
か
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
生
涯
愛
情
を
も
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築
と

ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ
イ
ク

ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ
て
く

だ
さ
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
宇
都
宮
東
高
校
体
操
着
（
女
子
上
着
冬

用
Ｍ
サ
イ
ズ
）・
電
子
ピ
ア
ノ
・
オ
ム
ツ

カ
バ
ー
（
70
〜
80
㎝
）・
７
段
飾
り
の
お

ひ
な
さ
ま
・
英
語
教
材
（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
付
き
）・
リ
フ
レ
ス
イ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ア

（
女
性
用
Ｓ
サ
イ
ズ
）・
リ
フ
レ
ス
イ
ミ
ン

グ
ウ
ェ
ア
（
女
児
１
４
０
㎝
）・
ド
ッ
グ

ゲ
ー
ジ
・
サ
ッ
カ
ー
ウ
ェ
ア
（
１
３
０

㎝
長
袖
長
ズ
ボ
ン
）・
サ
ッ
カ
ー
ウ
ェ
ア

（
１
３
０
㎝
半
袖
半
ズ
ボ
ン
）・
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
「
車
で
行
く
日
本
の
旅
」・

Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
「
日
本
の
四
季
の

森
」・
ア
イ
ロ
ン
台
（
ス
タ
ン
ド
式
）・
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
女

児
発
表
会
用
靴
（
白
21
・
５
㎝
）・
女
児

発
表
会
用
靴
（
黒
19
・
０
㎝
）

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
家
庭
用
ミ
シ
ン
・
幼
児
２
人
同
乗
用
自

転
車
・
ゆ
り
か
ご
・
自
転
車
用
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
・
子
供
用
ス
ー
ツ
（
男
児

１
２
０
㎝
、
女
児
１
２
０
㎝
）・
靴
（
男

児
20
㎝
、
女
児
20
㎝
）・
ス
ノ
ー
ブ
ー
ツ

（
男
児
20
㎝
）・
ミ
ズ
ノ
製
空
手
防
具
（
拳

サ
ポ
ー
タ
ー
、
メ
ン
ホ
ー
、
胴
プ
ロ
テ
ク

タ
ー
）・
男
児
服
（
80
〜
１
０
０
㎝
）・
自

転
車
・
愛
泉
幼
稚
園
制
服
（
男
児
１
１
０

〜
１
２
０
㎝
）・
愛
泉
幼
稚
園
体
操
着

（
男
児
１
１
０
〜
１
２
０
㎝
）・
女
児
服

（
１
０
０
㎝
）・
石
橋
幼
稚
園
制
服
一
式
・

男
児
服
（
90
㎝
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク
ル
情

報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

原
動
機
付
自
転
車
等
の
下
野
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
？

①
こ
ま
ろ　
　

②
市
長
の
似
顔
絵　
　

③
カ
ン
ピ
く
ん

問
３
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症
化
し
た
り
、
吐
ぶ
つ
を
誤
っ

て
気
道
に
詰
ま
ら
せ
て
死
亡
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
が
な
く
、
ま
た
、

治
療
は
輸
液
な
ど
の
対
症
療
法

に
限
ら
れ
ま
す
。

予
防
対
策

　

患
者
の
ふ
ん
便
や
吐
ぶ
つ
に

は
大
量
の
ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ

れ
る
の
で
、

（
１
）
食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の

跡
な
ど
に
は
、
必
ず
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。

（
２
）
下
痢
や
お
う
吐
等
の
症

状
が
あ
る
方
は
、
食
品
を
直
接

取
り
扱
う
作
業
を
し
な
い
よ
う

お　

知　

ら　

せ

冬
の
感
染
症
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

性
胃
腸
炎
や
食
中
毒
は
、
一
年

を
と
お
し
て
発
生
し
ま
す
が
、

特
に
冬
季
に
流
行
し
ま
す
。
手

指
や
食
品
な
ど
を
介
し
て
、
経

口
で
感
染
、
人
の
腸
管
で
増
殖

し
、
お
う
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な

ど
を
起
こ
し
ま
す
。
健
康
な
方

は
軽
症
で
回
復
し
ま
す
が
、
子

ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
で
は
重

に
し
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
胃
腸
炎
患
者
に
接
す
る

方
は
、
患
者
の
ふ
ん
便
や
吐
ぶ

つ
を
適
切
に
処
理
し
、
感
染
を

広
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
特
に
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な

ど
の
抵
抗
力
の
弱
い
方
は
、
加

熱
が
必
要
な
食
品
は
中
心
部
ま

で
し
っ
か
り
加
熱
し
て
食
べ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
調
理
器
具
等

は
使
用
後
に
洗
浄
、
殺
菌
し
ま

し
ょ
う
。

（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
）

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
Ｈ

Ｐ
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し

や
す
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
蔓
延
し

な
い
よ
う
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

感
染
防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？

・ 

突
然
の
発
熱
、
の
ど
の
痛
み
、

せ
き
等
の
呼
吸
器
障
害
の
ほ
か
、

頭
痛
、
関
節
痛
な
ど
の
全
身
症

状
が
見
ら
れ
ま
す
。

・ 

持
病
が
あ
る
人
、
妊
婦
、
乳

幼
児
、
高
齢
者
は
重
症
化
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

受
診
が
必
要
で
す
。

○
う
つ
ら
な
い
・
う
つ
さ
な
い

た
め
に
、
次
の
こ
と
を
励
行
し

ま
し
ょ
う
。

・ 

う
が
い
、
手
洗
い

・ 

な
る
べ
く
人
ご
み
を
避
け
る

・ 

普
段
か
ら
十
分
な
栄
養
と
休

養
を
と
り
体
調
管
理
に
気
を
つ

け
る
。

・ 

咳
、
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き

は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

○
か
か
っ
た
か
な
？と

思
っ
た
ら

①
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
際
は
必
ず
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
診
察
の
結
果
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
診
断
さ
れ
た
場
合
は
自

宅
療
養
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

周
囲
の
方
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た

め
、
熱
が
下
が
っ
て
か
ら
２
日

程
度
、
症
状
が
治
ま
っ
た
翌
日

か
ら
７
日
程
度
は
外
出
を
控
え

て
く
だ
さ
い
。

○
重
症
化
防
止
の
た
め
に
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

・
下
野
市
で
は
65
歳
以
上
の
方

の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
11
月
号
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション

よい歯のコンクール表彰式
　栃木県主催の平成26年度よい歯のコンクー
ル表彰式が11月20日に栃木県歯科医師会館で
行われました。
　下野市からは、3歳児よい歯のコンクール部
門で小佐見　綾さんが優良賞を受賞されまし
た。おめでとうございました。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
は
、
平
成
25
年
7
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
か
ら
の
交
換
は
無
料
で
す
。

Shimotsuke
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ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養

成
研
修
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
自
殺
対
策
の
一
環

と
し
て
、
悩
ん
で
い
る
人
に
気

づ
き
、
必
要
な
支
援
を
行
う

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
を
学

ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
と
は
、

身
近
な
人
の
自
殺
の
危
険
を
示

す
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
適
切
な

支
援
に
つ
な
げ
る
人
の
こ
と
で

す
。

　

悩
ん
で
い
る
人
に
、
気
に
か

け
て
い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
す
る
こ
と
自
体
が
、
孤
独
・

孤
立
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
研
修
会

で
す
。

　

申
し
込
み
不
要
、
参
加
費
無

料
で
す
。
市
民
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月
７
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室

■
講
師

　

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

藤
原 

雄
一　

氏

■
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
市

内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程

　

１
月
７
日
㈬
、
２
月
４
日
㈬
、

３
月
４
日
㈬

■
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
相
談
員

　

心
理
士
・
保
健
師
・
管
理
栄

養
士
・
保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
く
し
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

■
日
程

　

１
月
26
日
㈪

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間　

午
前
９
時
〜
11
時

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■
会
場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る

く
（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

※
「
み
る
く
」
を
初
め
て
利
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対
策

の
た
め
に
入
館
者
登
録
（
名
札

代
）
３
１
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
相
談
当
日
は
母
子
健
康
手
帳

相　
　

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の

健
康
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と

し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に

も
相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い

を
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ

と
で
、
今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で

も
軽
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

２
月
17
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　
　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

相
談
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
巡
回
相
談
日
以
外
で
も

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

教　
　

室

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
・

パ
パ
教
室（
両
親
学
級
）

　

出
産
を
控
え
た
マ
マ
や
パ
パ

の
た
め
に
、
安
心
し
て
出
産
が

迎
え
ら
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生

活
が
楽
し
く
送
れ
る
よ
う
に
、

３
回
を
１
コ
ー
ス
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ご
夫
婦
で
も
マ
マ
だ
け
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
１

■
日
時　

1
月
21
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

骨
盤
体
操
、
妊
娠
中
の
生
活
・

食
事
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
２

■
日
時　

２
月
18
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

お
産
の
経
過
・
安
産
の
コ
ツ
、

パ
パ
の
妊
婦
体
験
な
ど

レ
ッ
ス
ン
３

■
日
時　

３
月
11
日
㈬

（
Ａ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

（
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

沐
浴
実
習
・
産
後
の
マ
マ
の

心
と
身
体
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
１
〜
３
共
通

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者　

出
産
予
定
日
が
平

成
27
年
4
月
〜
6
月
の
方

■
持
ち
物

　

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・

水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物

■
定
員　

レ
ッ
ス
ン
１
・
２
各

25
組
、
レ
ッ
ス
ン
３
午
前
・
午

後
各
16
組

■
申
込
締
切

　

各
レ
ッ
ス
ン
の
1
週
間
前
ま

で
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

地
域
・
家
庭
・
学
校
が
一
体
と
な
り
市
民
総
ぐ
る
み
で
本
市
の
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を
図
る
運
動
の
名
称
は
？

問
４

Shimotsuke
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し
も
つ
け
減
塩
部

（
高
血
圧
予
防
教
室
）

〜
き
ら
ら
館
コ
ー
ス
〜

　

栃
木
県
民
は
脳
卒
中
・
心
疾

患
の
死
亡
率
が
高
く
、
こ
れ
ら

は
高
血
圧
か
ら
の
合
併
症
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
は
食

塩
摂
取
量
が
多
い
こ
と
が
原
因

と
な
り
ま
す
が
、
栃
木
県
民
の

４
人
に
３
人
が
目
標
量
よ
り
多

く
食
塩
を
摂
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
血
圧
の
患
者
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。（
平
成
21
年
度

県
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果
よ

り
）

　

高
血
圧
予
防
の
た
め
に
、
尿

検
査
か
ら
自
分
の
１
日
の
食
塩

摂
取
量
を
知
り
、
教
室
を
通
し

て
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者

　

74
歳
以
下
の
市
民
で
①
・
②

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
血
圧
が
要
指
導
・
要
医
療
の

方
で
内
服
治
療
し
て
い
な
い
方

②
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
が
要
指
導
の

方■
会
場　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
定
員　

30
名

■
持
ち
物

　

健
診
結
果
、
筆
記
用
具
（
2

脂し

っ
得と

く

納
得
教
室

（
脂
質
異
常
症
予
防
）

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

気
に
な
る
方
向
け
の
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　

脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る
た

め
の
食
事
を
中
心
に
学
び
ま
す
。

普
段
、
食
事
の
量
や
塩
分
な
ど

気
を
付
け
て
い
る
け
ど
な
か
な

か
改
善
し
な
い
方
、
こ
れ
か

ら
生
活
改
善
に
取
り
組
み
た
い

方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

■
対
象
者

　

下
野
市
民
で
健
康
診
断
を
受

診
し
た
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
脂
質
項
目
で
要
指
導
が
あ
る

方②
脂
質
異
常
症
予
防
に
興
味
の

あ
る
方

■
内
容

・ 

脂
質
異
常
症
（
高
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
）
っ
て
ど
う
い
う
病

気
？

・ 

脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る
食

生
活
っ
て
？

・ 

自
分
の
食
事
の
傾
向
を
知
ろ

う
！

・ 

脂
質
異
常
症
予
防
食
の
試
食
、

野
菜
レ
シ
ピ
の
紹
介

月
13
日
の
み
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
）

■
費
用　

無
料

■
日
程
・
内
容

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

1
月
8
日
㈭

※
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は

事
前
に
尿
検
査
の
容
器
と
ご
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー
ル

■
日
時　

2
月
27
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
９
時
15
分
〜
）

■
持
ち
物

　

筆
記
用
具
、
健
診
結
果
が
わ

か
る
も
の

■
費
用　

無
料

■
定
員　

30
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
込
締
切

　

２
月
20
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト

教
室

　

育
児
や
家
事
に
忙
し
い
毎
日
、

ど
う
し
て
も
食
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
が
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
を
使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
の

離
乳
食
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

１
月
28
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
会
場

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
対
象
者

　

平
成
26
年
６
月
・
７
月
生
ま

れ
の
、
生
後
６
〜
７
か
月
児
を

持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

特
に
あ
り
ま
せ
ん

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

・ 

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
自
分
・
家
族
の
食
事

チ
ェ
ッ
ク

・ 

野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
）

・ 

大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

■
申
込
締
切

　

１
月
21
日
㈬

　

電
話
ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

日程 時間 内　　容

1月21日(水) 午前10時～正午
・高血圧予防のために（保健師）
・減塩生活はじめませんか（管理栄養士）
※尿検査回収①

2月13日(金) 午前10時～午後0時30分
・尿検査①の結果について
・健康クイズ
・調理実習（塩分控えめの料理）

3月6日(金) 午前8時45分～ 9時45分 ※尿検査回収②

3月25日(水) 午前10時～正午
・尿検査②の結果について
・まとめ～ 自分の１日の塩分摂取量はどう

変わった？～

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
「
フ
ァ
ミ
リ
エ
下
野
市
民
運
動
」】「
フ
ァ
ミ
リ
エ
」
は
ド
イ
ツ
語
で
「
家
族
」
を
意
味
し
ま
す
。
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み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁

計
っ
て
み
そ
！

　

味
噌
汁
や
漬
物
を
多
く
と
っ

て
い
る
と
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
ず
１
ｇ
の
減
塩
を
目
指
し

て
、
ご
家
庭
の
味
噌
汁
に
ど
れ

く
ら
い
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る

か
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
会
場

・
１
月
30
日
㈮

　

き
ら
ら
館　

研
修
室

・
２
月
25
日
㈬

　

南
河
内
東
公
民
館　

団
体
室

■
受
付

　

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

■
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

味
噌
汁
ま
た
は

ス
ー
プ
（
１
０
０
㏄
以
上
を

タ
ッ
パ
ー
や
袋
に
入
れ
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。）

※
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
小
さ

じ
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン

〜
ゆ
う
ゆ
う
館
コ
ー
ス
〜

　

県
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果

に
よ
る
と
栃
木
県
人
で
運
動
習

慣
の
あ
る
人
（
週
２
日
以
上
、

１
回
30
分
、
１
年
以
上
継
続
し

て
い
る
人
）
の
割
合
は
、
男
女

と
も
20
％
程
度
で
、
全
国
平
均

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
効
果

は
、
身
体
を
動
か
す
（
運
動
の
）

強
さ
と
時
間
に
従
っ
て
上
昇
す

る
と
い
わ
れ
、
適
度
な
運
動
は
、

食
生
活
と
並
ん
で
健
康
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
を
目
標
に
、
積
極
的
に
運

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
対
象
者

　

下
野
市
民
で
健
康
診
断
を
受

診
し
た
方
で

①
64
歳
以
下
の
方

②
血
液
検
査
で
要
指
導
の
項
目

が
あ
り
運
動
が
必
要
な
方

■
内
容　

自
宅
で
も
続
け
ら
れ

る
運
動
の
紹
介
と
実
践
（
ス
ト

レ
ッ
チ
や
有
酸
素
運
動
等
）

歩あ
る

く
ら
す

〜
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
〜

　

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
効

果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
を

学
び
ま
す
。

■
日
程
（
３
回
コ
ー
ス
）

　

2
月
26
日
㈭
、
3
月
6
日
㈮
、

3
月
12
日
㈭

　

午
前
9
時
45
分
〜
11
時
30
分

（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

　

血
圧
測
定
：
9
時
45
分
〜
10

時■
場
所　

き
ら
ら
館　

検
診
室

■
対
象
者　

下
野
市
民
で
健
康

診
断
を
受
診
し
た
方

■
定
員　

30
名

■
内
容

　

血
圧
測
定
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
つ
い
て
の
講
話
、
ス
ト
レ
ッ

チ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
実
践
（
室

内
・
屋
外
。
た
だ
し
、
雨
天
時

は
室
内
の
み
。）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物

　

運
動
可
能
な
服
装
、
タ
オ
ル
、

運
動
靴
、
水
分
（
水
ま
た
は
お

茶
）

■
申
込
締
切　

2
月
19
日
㈭

※
高
血
圧
、
関
節
に
痛
み
の
あ

る
等
で
運
動
に
制
限
の
あ
る
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー
ル

■
日
程
（
全
４
回
）

①
1
月
26
日
㈪

②
2
月
9
日
㈪

③
2
月
23
日
㈪

④
3
月
9
日
㈪

　

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
0
時

15
分

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

（
水
か
お
茶
）、
運
動
可
能
な
服

装
、
室
内
用
運
動
靴

■
費
用　

無
料

■
定
員　

30
名
程
度
（
お
申
し

込
み
人
数
が
多
数
の
場
合
は
、

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
を
優
先

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
申
込
締
切　

1
月
19
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　

☎（
52
）１
１
１
６

検　
　

診

子
宮
頸
が
ん
検
診
は

お
済
で
す
か
？

　

20
歳
以
上
の
女
性
の
方
は
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

早
期
発
見
で
完
治
す
る
可
能

性
は
高
ま
り
ま
す
。
子
宮
頸
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
検
診
を
受
け
る
方
法

は
集
団
検
診
と
個
別
医
療
機
関

に
よ
る
検
診
の
２
通
り
が
あ
り

ま
す
。

○
集
団
検
診

　

事
前
に
健
康
増
進
課
へ
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
集
団
検
診
の

日
程
は
受
診
券
ま
た
は
行
政

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
以
外
も
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

定
員
に
達
し
、
予
約
の
受
付

を
終
了
し
て
い
る
検
診
日
も
あ

り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

○
個
別
医
療
機
関
に
よ
る
検
診

　

平
成
27
年
２
月
末
日
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
指
定
の
医

療
機
関
に
予
約
を
し
、
受
診

券
（
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の

方
は
ク
ー
ポ
ン
券
）
を
持
参
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
個

別
検
診
が
可
能
な
医
療
機
関
に

つ
い
て
は
、
健
康
増
進
課
☎

（
52
）
１
１
１
６
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

平
成
26
年
10
月
か
ら
、
道
の
駅
し
も
つ
け
が
新
た
に
始
め
た
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

①
当
日
宅
配　
　

②
移
動
販
売　
　

③
実
演
販
売

問
５
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■「
平
成
26
年
分
公
的
年
金
等
の

　

源
泉
徴
収
票
」が
発
送
さ
れ
ま
す
！

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
平
成
26
年
中
に

厚
生
年
金
保
険
、
国
民
年
金
等
の
老
齢

ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を

受
け
取
ら
れ
た
皆
様
に
、
平
成
26
年
分
と

し
て
支
払
わ
れ
た
年
金
の
金
額
や
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
額
等
を
お
知
ら
せ
す
る

「
平
成
26
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
が
1
月
中
旬
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
は
、

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
の
際
の
添
付
書
類
と
し
て
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
課
税
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
た
め
（
非
課
税
）、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
来
訪
に
よ
る
源
泉
徴
収
票
の
再

交
付
の
受
付
、
そ
の
他
の
年
金
の
相
談
に

つ
い
て
は
年
金
事
務
所
及
び
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
等
の
際
は
、
年
金
証
書

等
の
基
礎
年
金
番
号
・
年
金
コ
ー
ド
が
分

か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
加
入
手
続

き
を
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
か
ら

60
歳
の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

や
が
て
訪
れ
る
長
い
老
後
生
活
の
保
障

だ
け
で
は
な
く
、
病
気
・
け
が
に
よ
り
障

が
い
が
残
っ
た
時
な
ど
、
生
活
の
安
定
を

損
な
う
よ
う
な
「
万
が
一
」
の
事
態
に
あ

な
た
や
あ
な
た
の
ご
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　

20
歳
の
誕
生
日
の
前
月
末
頃
に
、
日
本

年
金
機
構
よ
り
「
国
民
年
金
加
入
の
ご
案

内
」
の
文
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

届
き
ま
し
た
ら
市
役
所
で
加
入
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 
す
で
に
第
2
号
被
保
険
者（
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
等
の
加
入
者
）
と
な
っ
て
い

る
方
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
、
引
き
続

き
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
場
合

は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
の
方
が
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き

は
、
第
2
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経

は
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

万
一
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ
れ
た
場

合
や
届
か
な
い
場
合
に
は
、
日
本
年
金
機

構
の
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
い
て
源
泉

徴
収
票
の
再
交
付
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

　
（
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら

か
け
る
場
合
は
０
３
（
６
７
０
０
）

１
１
６
５
）

受
付
時
間

○
月
曜
日

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

○
火
〜
金
曜
日

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

○
第
2
土
曜
日

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

※ 

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
以
降

の
開
庁
日
初
日
に
午
後
7
時
ま
で
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

※ 

祝
日
（
第
二
土
曜
日
を
除
く
）、
12
月

29
日
〜
1
月
3
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

※ 

発
送
ま
で
2
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
お
急
ぎ
の
方
は
栃
木
年
金
事
務

所
お
客
様
相
談
室
（
０
２
８
２
（
22
）

４
１
３
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
源
泉
徴
収
票
は
日
本
年
金
機
構

に
登
録
さ
れ
て
い
る
受
給
者
の
住
所
宛
に

由
し
て
第
3
号
被
保
険
者
の
加
入
手
続

き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
受
付
窓
口

　

国
分
寺
庁
舎
市
民
課

　

南
河
内
図
書
館
2
階
市
民
課

　

石
橋
庁
舎
市
民
課

○
持
参
す
る
も
の

　

国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
書

　

印
鑑

■
国
民
年
金
の
保
険
料

　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
の
保
険
料

（
定
額
）
は
月
額
１
５
，
２
５
０
円
（
平

成
26
年
度
）
で
す
。

　

な
お
、
経
済
的
な
事
情
で
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
い
と
き
の
た
め
に
「
保
険
料
免

除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
一
定
の
基
準
を

満
た
し
て
い
れ
ば
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り

全
額
ま
た
は
一
部
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

　

学
生
の
方
に
は「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
、
30
歳
未
満
で
納
付
困
難
な
方
に

は「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

※
手
続
き
を
せ
ず
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
時
効
に
よ
り
納
付
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
病
気
や
け

が
に
よ
り
障
が
い
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金だより

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
①
】　 

配
達
エ
リ
ア
は
市
内
全
域
で
、
電
話
で
の
注
文
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
、
道
の
駅
し
も
つ
け
（
当
日
宅
配
サ
ー
ビ
ス
注
文
電
話
☎
０
７
０
（
２
１
５
９
）
３
５
７
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」。
新

た
な
一
年
が
始
ま
っ
た
と
き
、
ま
ず
私
達
が
口
に

す
る
の
が
、
こ
の
一
言
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
宮

中
の
年
賀
・
朝ち
ょ
う
が賀
の
儀
式
が
発
祥
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
が
明
け
歳と
し

神か
み
さ
ま様
を
迎
え
る
際
の

祝
福
の
言
葉
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
古

代
人
に
と
っ
て
夜
の
暗
闇
が
終
わ
り
、
新
し
い
朝

に
太
陽
が
昇
る
こ
と
に
新
し
い
生
命
の
息
吹
を
感

じ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
代
人
の
風
習
か
ら

は
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
朝
日
に
向
か
っ
て
手

を
合
わ
せ
る
行
為
は
、
縄
文
時
代
頃
か
ら
の
自し

ぜ
ん然

崇す
う
は
い拝

の
名な
ご
り残

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

初は
つ
も
う
で詣に

行
く
と
「
お
屠と

そ蘇
」
が
振
る
舞
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
来
、
こ
の
屠
蘇
は
単

な
る
酒
で
は
な
く
、「
屠と

そ
さ
ん

蘇
散
」
と
呼
ば
れ
る
漢

方
薬
の
よ
う
な
も
の
を
酒
ま
た
は
味み

り
ん醂

に
浸
し
て

作
っ
た
も
の
で
す
。
屠
蘇
散
の
処
方
は
、
書
物
に

よ
っ
て
こ
と
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
オ
ケ

ラ
の
根
（
白
び
ゃ
く
じ
ゅ
つ
朮
）・
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
実
（
蜀
し
ょ
く
し
ょ
う
椒
）・

ボ
ウ
フ
ウ
の
根
（
防
風
）・
キ
キ
ョ
ウ
の
根
（
桔

梗
）・
ニ
ッ
ケ
イ
の
樹
皮
（
桂
皮
）・
ミ
カ
ン
の
皮

（
陳ち

ん
ぴ皮

）
な
ど
身
体
を
温
め
胃
腸
の
働
き
を
助
け
、

風
邪
の
予
防
に
効
果
的
と
い
わ
れ
る
生
薬
を
含
ん

で
い
ま
す
。
も
と
も
と
、
薬
の
ト
リ
カ
ブ
ト
の
根

（
烏う

ず頭
）
や
下
剤
の
ダ
イ
オ
ウ
（
大
黄
）
な
ど
も

加
え
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
の
処
方
に
は
激

し
い
作
用
の
生
薬
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
は
平
安
時
代
か
ら
処
方
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
、
土
佐
日
記
（
紀
貫
之
）
に
も
屠
蘇
散
が

で
て
き
ま
す
。
そ
も
そ
も
「
屠
蘇
」
と
い
う
言
葉

に
は
「
蘇そ

」
と
い
う
悪
鬼
を
屠ほ
ふ

る
と
い
う
意
味
や

悪
鬼
を
屠
り
、
魂
を
蘇
生
さ
せ
る
と
い
う
意
味
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。「
一
人
こ
れ
を
呑
め
ば
一
家

病
な
く
、
一
家
こ
れ
を
呑
め
ば
一
里
（
一
つ
の
村
）

病
な
し
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
一
年
の
邪
気
を
祓は
ら

う

 

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
屠
蘇
を
た
っ
ぷ
り
と
召
し
上
が
り
、
そ
の
ま

ま
眠
っ
て
し
ま
う
と
初
夢
と
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
初
夢
は
元
日
の
朝
、
あ
る
い
は
二
日
の
朝
に

憶
え
て
い
る
夢
と
諸
説
が
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
夢

は
神
仏
か
ら
の
お
告
げ
と
さ
れ
て
お
り
、
初
夢
が

一
年
の
運
を
占
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

昔
か
ら
い
い
夢
を
見
よ
う
と
い
ろ
い
ろ
な
ま
じ
な

い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。「
一
富
士
・
二
鷹
・
三

茄
子
」（
こ
れ
に
は
四
・
五
・
六
の
続
き
が
あ
り
ま

す
）
や
七
福
神
の
乗
っ
た
宝
船
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
一
富
士
〜
」
は
江
戸
時
代
以
降
の
風
習
で
、
幕

府
を
開
い
た
徳
川
家
や
家
臣
な
ど
の
ゆ
か
り
の
あ

る
駿す

る
が河

の
国
（
静
岡
県
）
に
関
連
す
る
内
容
と
も

い
わ
れ
ま
す
。
宝
船
に
関
し
て
は
こ
の
絵
を
枕
の

下
に
入
れ
て
寝
る
と
い
い
と
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
ま

で
は
、
多
く
の
方
が
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
実
は
こ
れ
以
外
に
吉
夢
を
招
く
呪
文
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
呪
文
は
、「
長

き
夜
の
遠
の
眠
り
の
皆
目
覚
め
波
乗
り
船
の
音
の

良
き
か
な
」。
こ
れ
を
ひ
ら
が
な
に
直
す
と
「
な

か
き
よ
の
と
を
の
ね
ぶ
り
の
み
な
め
ざ
め
な
み
の

り
ぶ
ね
の
お
と
の
よ
き
か
な
」
と
な
り
ま
す
。
お

気
づ
き
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
文
章
は
回
文
と
い
い
、

上
か
ら
読
ん
で
も
下
か
ら
読
ん
で
も
同
じ
文
章
と

な
り
ま
す
。
最
初
と
最
後
の
仮
名
「
な
」
を
重
ね

て
円
に
し
た
場
合
、
ど
こ

か
ら
読
み
始
め
て
も
同

じ
と
な
り
、
終
わ
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ

た
終
わ
り
の
な
い
永
遠

に
繰
り
返
す
よ
う
な
も

の
の
中
に
は
、
魔
物
や
鬼

は
侵
入
で
き
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
筆
書
き

さ
れ
る
星
「
☆
」
や
籠か

ご

の

網あ
み
め目

い
わ
ゆ
る
カ
ゴ
メ

も
そ
う
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
安
時

代
頃
か
ら
朝
廷
の
年
中

行
事
に
「
白あ
お
う
ま馬
の
節せ
ち
え会
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
正
月
の
七
日
に
天
皇
が
紫し

し
ん
で
ん

宸
殿
（
御
所
の
正

殿
）
に
お
い
て
、
二
十
一
頭
の
「
白
馬
」
を
ご
覧

に
な
っ
た
行
事
で
、
こ
の
日
、
白
馬
を
見
る
と
一

年
中
邪
気
を
除
く
と
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
一
月

七
日
に
「
道
の
駅
し
も
つ
け
」
に
展
示
さ
れ
て
い

る
甲
塚
古
墳
出
土
の
白
色
馬
形
埴
輪
の
レ
プ
リ
カ

（
本
物
は
国
分
寺
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
展
示
）
を
ご
覧

い
た
だ
き
良
い
一
年
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

新・下野市風土記

新
・
下
野
市
風
土
記

下
野
市
教
育
委
員
会　

文
化
課

年
の
初
め
の
・
・
・
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下
野
市
教
育
委
員
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

■
日
時　

２
月
８
日
㈰
午
前
５

時
30
分
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
出
発

■
場
所　

会
津
高
原
た
か
つ
え

ス
キ
ー
場

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

小
学
生
以
上
の
方
（
中
学
生
以

下
は
要
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
費

　

高
校
生
以
上　

６
，
０
０
０

円
、
中
学
生
以
下
５
，
０
０
０

円
（
交
通
費
等
込
、
レ
ン
タ
ル

ス
キ
ー
別
料
金
）

■
共
催

　

一
般
社
団
法
人
日
本
キ
ン

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
、
栃
木

県
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

■
主
管　

下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
会

■
日
時　

３
月
８
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
集
合

■
会
場　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
競
技
部
門

①
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
（
中
学

生
以
上
：
15
チ
ー
ム
）

②
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
学
生
：

15
チ
ー
ム
）

■
チ
ー
ム
編
成

　

４
名
以
上
８
名
以
下
で
、
性

■
定
員　

35
名
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み　

１
月
５
日
〜
25

日
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
窓

口
へ
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

下
野
オ
ー
プ
ン
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
大
会
２
０
１
５

参
加
者
募
集

■
主
催　

下
野
市
・
下
野
市
教

育
委
員
会
・
下
野
市
体
育
協
会

別
不
問
と
す
る
。

■
競
技
方
法

①
予
選
リ
ー
グ
（
10
分
×
１
ピ

リ
オ
ド
、
３
試
合
実
施
。
変
更

の
場
合
あ
り
。）

②
決
勝
戦
（
７
分
×
２
ピ
リ
オ

ド
）

※
勝
敗
は
勝
点
制
。

■
表
彰　

各
部
門
の
上
位
３

チ
ー
ム
を
表
彰
。

■
参
加
料
（
当
日
徴
収
）

フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
…

１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…

１
チ
ー
ム
２
，
０
０
０
円

■
申
し
込
み

　

所
定
の
申
込
書
に
よ
り
、
２

月
１
日
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流

館
窓
口
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
各
部
門
先
着
順
）

※
18
歳
未
満
は
要
同
意
書
。

■
組
合
せ
抽
選

　

主
催
者
側
で
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

－

０
５
１
７

　

下
野
市
大
松
山
１

－

７

－

１

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

　

（
52
）１
１
６
０

　

 sports@
city.

shim
otsuke.lg.jp

栃
木
県
ゴ
ル
フ
連
盟
支
部

対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

女
子
の
部
、
70
歳
以
上
の

部
ダ
ブ
ル
優
勝

　

11
月
７
日
、
サ
ン
ヒ
ル
ズ
Ｃ

Ｃ
で
行
わ
れ
た
第
26
回
支
部
対

抗
戦
女
子
の
部
に
お
い
て
下
野

市
（
戸
澤
周
子
、
生
井
佳
理

名
、渡
辺
百
合
子
、海
老
原
陸
子
、

篠
原
和
香
子
）
が
ネ
ッ
ト
の
部

で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
11
月
10
日
に
鹿
沼

72
Ｃ
Ｃ
で
行
わ
れ
た
70
歳
以
上

の
部
で
も
下
野
市
（
安
良
岡
政

行
、
平
野
長
一
郎
、
伊
藤
弘
毅
、

舘
野
嘉
宣
）
が
ネ
ッ
ト
優
勝
の

快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ス
の
順
位
が
女

子
部
も
70
歳
以
上
の
部
も
９
位

と
い
う
偶
然
の
結
果
と
な
り
ま

し
た
。 

（
敬
称
略
）

スポーツ少年団
スポーツ少年団の祭典　シップス交流大会を開催!

　12月７日に大松山運動公園において、「下野市ス
ポーツ少年団シップス交流大会」を開催しました。
　市内のスポーツ少年団15単位団、約３００名の
団員と関係者が参加し、競技の枠を越えて交流を
深めました。
　また、開会式では、模範となる団員へ送られる
スポーツ少年団優良団員表彰が行われました。
■受賞団員（敬称略）
▼舘野彪馬（吉田東グランパス）▼板子幸太（吉田西クラブ）
▼福島千寛（南河内柔道）▼川田悠月（南河内サッカー）▼
山崎巧（パルサッカークラブ）▼篠崎風斗（石橋クラブ野球）
▼岡澤琳（石橋バレーボールクラブ）▼原田彩花（古山ミニ
バスケットボール）▼青木愛佳（石橋Ｊｒ陸上クラブ）▼高
橋龍斗（石橋グリム）▼石井進太郎（ＪＨＣいしばし）▼近
藤樹（国分寺イーグルス）▼甲野藤尚紀（国分寺柔道会）▼
大越早姫（国分寺ミニバスケットボール）▼上野翔大（アイ
センスポーツクラブ）▼正田俊（祇園空手）▼廣野晴香（石
橋ジェムストーンズミニバスケットボール）
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体
育
協
会
ス
キ
ー
部

シ
ニ
ア
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

■
日
時　

２
月
１
日
㈰

　

午
前
６
時
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

前
出
発
予
定

■
場
所　

会
津
高
原
た
か
つ
え

ス
キ
ー
場

■
対
象　

小
学
生
４
年
生
以
上

※
中
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

■
参
加
料

　

大　

人
：
５
，
５
０
０
円

　

小
学
生
：
５
，
０
０
０
円

※
参
加
料
内
訳
（
交
通
費
、
保

険
料
、
リ
フ
ト
代
、
昼
食
代
）

※
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
別
料
金

■
定
員　

35
名

■
申
し
込
み　

１
月
５
日
〜
18

日
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
窓

口
へ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

　

梁
島
耕
治
☎（
53
）４
９
９
２

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

Ｂ
＆
Ｇ
杯
争
奪
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参

加
者
募
集

■
日
時　

２
月
１
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
受
付

■
場
所　

南
河
内
体
育
セ
ン

■
そ
の
他　

傷
害
保
険
に
は
加

入
し
て
い
ま
せ
ん
。
各
自
で
の

加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当　

若
林

　
☎
０
９
０（
１
７
６
７
）３
２
５
３

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

ゴ
ル
フ
教
室

■
日
時

・ 

シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
（
60
歳
以

上
）：
１
月
20
日
〜
３
月
３
日

毎
週
火
曜
午
後
７
時
〜
９
時

・ 

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス
：
１
月

22
日
〜
３
月
５
日
毎
週
木
曜
午

後
７
時
〜
９
時

・ 

一
般
ク
ラ
ス
：
１
月
24
日
〜

３
月
７
日
毎
週
土
曜
午
前
10
時

〜
正
午

■
場
所

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

■
参
加
費

　

１
５
，
０
０
０
円
（
ゴ
ル
フ

協
会
会
員
１
４
，
０
０
０
円
）

■
定
員　

各
ク
ラ
ス
16
名

※
今
回
か
ら
レ
ッ
ス
ン
の
前
に

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
講
習
を
行

い
ま
す
。（
30
分
間
）

■
申
し
込
み　

１
月
１
日
㈭
〜

（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

タ
ー

■
参
加
費
（
当
日
徴
収
）

　

１
チ
ー
ム　

１
，
０
０
０
円

■
対
象　

下
野
市
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
登
録
チ
ー
ム

※
申
し
込
み
時
に
登
録
可
能
。

■
競
技
部
門

　

①
混
合
の
部　

②
女
性
の
部

■
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

１
月
13
日
㈫
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ

交
流
館
窓
口
へ
直
接
申
し
込
む

か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会　

平
川
紀
子

　

☎
・
（
53
）７
８
５
６

下
野
市
体
育
協
会
柔
道
部

柔
道
教
室（
後
期
）開
催

■
日
時　

１
月
27
日
〜
２
月
24

日
（
毎
週
火
曜
日
、
全
５
回
）

　

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

■
場
所　

国
分
寺
中
学
校
体
育

館
１
階
柔
道
場

■
対
象
者　

小
学
校
３
年
生
以
上

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み　

１
月
27
日
㈫
午

後
７
時
40
分
に
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎（
44
）４
４
３
３

下
野
市
体
育
協
会
卓
球
部

第
９
回
下
野
市
オ
ー
プ
ン

ペ
ア
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

２
月
15
㈰

　

午
前
９
時
集
合

　

９
時
30
分
開
始

■
場
所　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

市
内
及
び
近
隣
の

中
学
生
以
上
の
男
女

■
内
容
・
種
目

・ 

硬
式
ペ
ア
団
体
戦
（
①
混
合

Ｗ
②
女
子
Ｓ
③
男
子
Ｓ
）

・ 

ラ
ー
ジ
ペ
ア
団
体
戦
（
①
混

合
Ｗ
②
女
子
Ｓ
③
男
子
Ｓ
）

　

ペ
ア
は
当
日
会
場
に
て
抽
選

■
試
合
方
法

硬
式
（
11
本
）
５
セ
ッ
ト

　

会
場
都
合
で
３
セ
ッ
ト
に
変

更
有

ラ
ー
ジ
（
11
本
）
３
セ
ッ
ト

　

硬
式
／
ラ
ー
ジ
共
５
〜
６
ペ

ア
で
の
団
体
リ
ー
グ
戦

■
参
加
費
（
当
日
徴
収
）

　

１
，０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

■
申
し
込
み　

１
月
23
日
㈮
午

後
５
時
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流

館
、
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
、

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
い
ず
れ
か
の
窓
口
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可（
電
話
不
可
）。

　

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課（
〒
３
２
９

－

０
５
１
９　

下
野
市
大
松
山
１

－

７

－

１　

（
52
）１
１
６
０
）

ま
で
。

■
そ
の
他

・ 

キ
ャ
ン
セ
ル
は
1
月
22
日
㈭

午
後
５
時
ま
で
。

・ 

豚
汁
サ
ー
ビ
ス
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
体
育
協
会
卓
球
部

　

理
事
長　

水
越

　

☎（
44
）２
３
８
２

※
午
後
10
時
〜
11
時

国
分
寺
剣
友
会

剣
道
教
室
開
催

■
日
時　

２
月
５
日
・
12
日
・

19
日
（
毎
週
木
曜
日
・
全
３
回
）

午
後
７
時
20
分
〜
８
時
30
分

■
場
所

　

国
分
寺
武
道
館
剣
道
場

■
対
象
者　

小
学
生
以
上

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
井
☎
０
９
０（
６
０
２
５
）０
４
０
１

※
午
後
６
時
以
降
で
お
願
い
し

ま
す
。

◎
随
時
剣
士
募
集
中

Shimotsuke
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市
民
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

体
験
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
と

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
講

座
を
実
施
し
ま
す
。
情
報
収
集

の
方
法
や
メ
ー
ル
の
使
い
方
等

に
つ
い
て
、
手
ぶ
ら
で
気
軽
に

学
べ
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

３
コ
ー
ス
か
ら
選
択

①
金
曜
午
前
コ
ー
ス

　

１
月
30
日
、２
月
６
日
、13
日
、

27
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

②
金
曜
夜
間
コ
ー
ス

　

１
月
30
日
、２
月
６
日
、13
日
、

27
日

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

③
土
曜
午
前
コ
ー
ス

　

１
月
31
日
、２
月
７
日
、14
日
、

28
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
内
容

・  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

情
報
収
集

・  
メ
ー
ル
の
使
い
方

・  
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
利

用
方
法
と
注
意
点

■
定
員　

各
コ
ー
ス
20
名

■
参
加
費

　

５
０
０
円(

資
料
代)

　

初
回
受
講
時
に
持
参
く
だ
さ

い
。

※
お
申
し
込
み
後
、
キ
ャ
ン

セ
ル
す
る
際
に
は
、
資
料
代

５
０
０
円
を
請
求
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

受
講
者
数
等
に
よ
り
実
施
内

容
の
変
更
や
講
座
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
締
切

　

１
月
19
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

　

☎（
52
）１
１
１
９

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

し
も
つ
け
大
人
塾
26
通
信

◎
第
9
回（
11
月
8
日
㈯
）

「
だ
が
し
や
楽
校
を
や
っ
て
み

よ
う
⑤
〜
実
践
!?
だ
が
し
や

楽
校
in
道
の
駅
し
も
つ
け
〜
」

　

道
の
駅
し
も
つ
け
に
て
、
だ

が
し
や
楽
校
「
遊
ん
で
み
ん
べ

♪
よ
っ
て
け
屋
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ビ
ッ
グ
ヨ
ー

ヨ
ー
・
ゴ
ム
ロ

ケ
ッ
ト
・
バ
ル
ー

ン
ア
―
ト
・
折
り

紙
コ
マ
・
似
顔
絵
・

エ
コ
な
ブ
ロ
ー

チ
・
お
手
玉
な
ど
、「
自
分
み
せ
」

で
た
く
さ
ん
の
人
に
自
然
の
笑

み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。

寒
空
の
中
、
訪
れ
た
人
に
心
の

ぬ
く
も
り
を
お
裾
分
け
で
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

次
回
は
最
終
回
と
な
り
ま
す
。

し
も
つ
け
大
人
塾
で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
、
地
域
で
し
て
み

た
い
こ
と
を
話
し
合
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

「
ワ
ー
ド
で
お
絵
か
き
」

受
講
生
募
集

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
と

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
の
協
働
事
業

に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ワ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
楽
し
い

イ
ラ
ス
ト
を
作
成
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ド
で
の
描
画
操
作
を
身

に
つ
け
た
い
方
、
こ
の
機
会
に

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　

２
月
10
・
17
・
24
日
、
３
月
３
・

10
・
17
日

（
毎
週
火
曜　

計
６
回
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

ワ
ー
ド
基
礎
講
座
を
修
了
、

ま
た
は
、
同
等
程
度
の
ス
キ
ル

を
お
持
ち
の
方

■
定
員

　

16
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。）

■
費
用　

３
，
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
テ
キ
ス
ト

　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で
楽
し
む
季
節
の

イ
ラ
ス
ト
Ｖ
ｏ
ｌ
．
１

「
ワ
ー
ド
２
０
１
０
対
応
」

（
日
経
Ｂ
Ｐ
社 

刊
）

■
講
師

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
受
付
期
間
・
方
法

　

1
月
19
日
㈪
・
20
日
㈫
・
22

㈭
・
23
㈮
の
４
日
間　

午
前
９

時
〜
午
後
５
時

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に

ご
来
館
の
う
え
、
費
用
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
用
意
す
る
も
の

・ 

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド

２
０
１
０
対
応
）

※
持
参
で
き
な
い
方
に
は
、
貸

し
出
し
ま
す
。

・ 

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

「自分みせ」のようす
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「
い
い
こ
み
」開
催
のお知

ら
せ

　

栃
木
・
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
、
市
内
の
公
立
小
学
校
や
中

学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
通
わ

れ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者

を
対
象
に
、
情
報
交
換
な
ど
懇

談
会
を
行
い
ま
す
。
学
校
の
様

子
や
卒
業
後
の
生
活
の
様
子
に

つ
い
て
、
経
験
者
の
保
護
者
か

ら
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
進

学
を
ご
検
討
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

１
月
23
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

　

国
分
寺
公
民
館　

２
階
和
室

■
対
象　

下
野
市
内
在
住
の
障

が
い
児
を
お
持
ち
の
保
護
者

■
参
加
費

　

１
０
０
円
（
菓
子
代
）

　

会
場
準
備
の
都
合
上
、
参
加

希
望
者
は
で
き
る
だ
け
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

粥か
ゆ

見み　

☎（
44
）７
２
８
１

南
河
内
公
民
館
ま
つ
り

■
日
時
等

・
２
月
７
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

開
会
式
、作
品
展
示
、ス
テ
ー

ジ
発
表

・
２
月
８
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

体
験
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
公
民
館

　

☎（
48
）２
３
９
３

国
分
寺
公
民
館
ま
つ
り

■
日
時
等

・
１
月
31
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

開
会
式
、作
品
展
示
、ス
テ
ー

ジ
発
表
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
２
月
１
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

体
験
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
公
民
館

　

☎（
40
）５
５
６
３

　

市
内
４
か
所
の
公
民
館
で
は
、
1
月
末
か
ら
2
月
中
の
毎
週
土
曜
日･

日
曜
日
に
公
民
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

公
民
館
ま
つ
り
で
は
、
各
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
や
団
体
、
公
民
館
講
座
受
講
生
が

作
品
展
示
や
演
奏
な
ど
の
発
表
を
行
い
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
作
品
や
ス
テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

い
ろ
い
ろ
な
人
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
え
る
場
、
公
民
館
ま
つ
り
に
皆
様
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

国
分
寺･

南
河
内･

石
橋･

南
河
内
東
公
民
館
ま
つ
り

石
橋
公
民
館
ま
つ
り

■
日
時
等

・
２
月
14
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

開
会
式
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
、作
品
展
示
、体
験
コ
ー

ナ
ー

・
２
月
15
日
㈰

　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

　

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

体
験
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
公
民
館

　

☎（
52
）１
１
５
７

南
河
内
東
公
民
館
ま
つ
り

■
日
時
等

・
２
月
21
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

開
会
式
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
、
作
品
展
示

・
２
月
22
日
㈰

　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

　

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

パ
ン
販
売

■
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
東
公
民
館

　

☎（
48
）５
５
１
１
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　　南河内図書館　　
■南河内中学校作品展示　1階ロビー
展示期間：1月6日㈫～ 28日㈬
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
1月10日㈯１階児童コーナー
・1回目：午前10時～　・2回目：午前11時～
絵本「みんなのひつじさん」　ほか
1月24日㈯　１階児童コーナー
・1回目：午後2時～　・2回目：午後3時～
紙芝居「ゆきのひのできごと」　ほか

■大人が楽しむ切り紙はり絵講座（募集中）
紙を切って貼り思い思いの絵を描く紙あそび。
1月21日㈬　午前10時～正午
講師：森　直美　先生（切り紙はり絵作家）
場所：南河内公民館　　2階会議室
定員：先着20名（無料）
■ぬいぐるみのおとまり会（募集中）
おきにいりのぬいぐるみを図書館にお泊りさせ
てみませんか？お泊り会の様子を写真に撮って
プレゼントします。
○1月24日㈯　午後2時30分集合
　午後3時　おはなし会～ぬいぐるみと一緒に
　午後4時　解散・ぬいぐるみのみお泊り
○1月25日㈰　午後1時以降　お迎え
対象：市内在住のお子さんならどなたでも
定員：15名（先着順）

　　石橋図書館　　
■おはなし会　1階おはなしコーナー
1月17日㈯　午前11時～
絵本「アンガスとねこ」「まりーちゃんとひつ
じ」　ほか
■読書会　2階研修室
1月14日㈬　午前10時～
テキスト／唯川　恵　著　「肩ごしの恋人」
■映画会　2階視聴覚室　午前10時30分～
1月10日㈯「ミッキーマウス」（60分）
1月24日㈯「ふしぎの国のアリス」（75分）
1月31日㈯「有頂天家族　第1巻」（71分）
■下野学教養講座（募集中）　2階研修室
1月31日㈯　午後1時30分～ 3時
「グリム兄弟の歴史とグリム童話に関するエピ
ソードの紹介」
定員：24名（※要申込み）

　　国分寺図書館　　
■お話ポケットの会のおはなし会　
1月10日㈯　午後2時～　おはなしコーナー

大型絵本「わにわにのおふろ」
絵本「かくしたのだあれ」　ほか
■新聞コラム書き写しの会特別企画（募集中）
◇下野新聞塾
1月16日㈮　午前9時～ 10時30分
内容：新聞コラムの書き写しの後に、下野新聞
記者の講演を行います。
◇『腸から健康』健康講座
2月6日㈮午前9時～ 10時30分
内容：新聞コラムの書き写しの後に、健康的に
生活するための講演を行います。
定員：各回20名（要申込み・参加無料）
※1月の書き写しの会は第3金曜日のみ実施
※駐車場に限りがあるため、満車の場合は駅前
有料駐車場をご利用ください
■読書会　2階視聴覚室
1月17日㈯　午前10時～
テキスト／高井　有一 著「海の入り日」
■スタッフによるお楽しみ会　
1月24日㈯　午前10時30分～

新春企画・本のお楽しみ袋のお知らせ
図書館おすすめの本をテーマ別に袋に入れて
ご用意します。どの本が入っているかは借り
てからのお楽しみ！なくなり次第終了します。
　　石橋・国分寺：1月4日㈰～
　　　　　南河内：1月6日㈫～

ＱＲコード

利用案内
■1月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
億男（国） … 川村　元気

宝くじで３億円を当て「億男」になった司書の一男。

人間にとってお金とは？一男にとっての幸せとは？

となりの芝生（国） … 伊集院　静
それでも私が捨てられなかったもの（南）
 … やましたひでこ
今日のまかない（南） … 皆川　明
アルタッドに捧ぐ（石） … 金子　薫
かおばな剣士妖夏伝（石） … 三國　青葉
＜児童書＞
いえのおばけずかん（国） … 斉藤　洋
作文を書いてみよう（国） … 村上　政彦
まいごのおばけしりませんか？（南） … むらい かよ
マララ（南） … マララ・ユスフザイ
ないしょにかんぱい！（石） … 宮川　ひろ
マカロン白書（石） … ｓａｎａｅ
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館どこで
も貸出（貸出中は予約）が可能です。

Library Inform
ation

Shimotsuke
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図書館インフォメーション



図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

羊

　あけましておめでとうございます。
　今年もたくさんの本を紹介していき
たいと思いますので、どうぞよろしくお
願いします。
　新年最初のテーマは、今年の
干支の「羊」です。楽しい羊の世
界を存分にご堪能ください。

ひつじ郵便局長
のひみつ

小手鞠 るい 作
金の星社

ふわっとかわい
い羊毛フェルト
のうさぎ刺しゅ
う＆雑貨

藤田 育代 著
マガジンランド

羊に名前をつけ
てしまった少年

樋口かおり 著
ブロンズ新社

ひつじ
羊の民俗・文化・
歴史

大垣 さなゑ 著
まろうど社

サムさんと
10 ぴきの
ひつじ

ミジ・ケリー 文
朔北社

ひつじちゃん　
みんなに
いいおかお

きむらゆういち 作
ポプラ社

ひつじ郵便局長が絶体絶命のピンチを、やさ
しい心と知恵でのりこえていく、笑い満点の
ものがたり。 （国）

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

ふんわりあったかな羊毛フェルトのうさぎ刺
しゅうを紹介。まるで生きているかの様な表
情豊かな作品に仕上がります。かわいらしい
小物の数々にほっこりした気持ちになりま
す。 （石）

北海道・遠別農業高校の現役教師が描いた北
の大地に生きる少年の物語。少年の葛藤を通
して家畜とペットの境界線、人間が生きるた
めに避けては通れない事実について深く考え
させ垂れる一冊です。 （石）

日本人と羊、羊のつく言葉、古典、歴史、民俗、
文学、雑学…。様々な角度からみた羊にまつ
わる全 57話。ひとつの話が短いので、とて
も読みやすいです。 （南）

嵐の夜、ひつじ達と帰宅したサムさん。みん
な揃っているかな？ひつじ達を数えるのです
が…。風の冷たさ、布団の温かさ、様々な音
や感触が伝わる不思議な絵本です。 （南）

自分の本当の気持ちをがまんしてしまうひつ
じちゃん。それが原因で大変なことに・・・。
12 支の動物たちが通う、とってもにぎやか
な「じゅうにしえん」の物語。最後に 12支
の始まりのお話もあります。 （国）

そだててあそぼう28

ヒツジの絵本

むとう こうじ  編
農山漁村文化協会

草を食べ、乳・肉・毛・皮を生産し、人間の衣食住すべ
てをまかなうヒツジ。この本では飼育・種付け・分娩か
ら毛刈り・フェルト作りまで解説しています。「そだて
てあそぼう」は、育てて食べて、命と自然と文化を学ぶ「総
合的学習の時間」のための絵本シリーズです。 （南）

読書人
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今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん(

小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

「下野市特別住民票交付式」を開催します！…P27

第９回下野市教育のつどい…P28

空き店舗活用事業奨励金について…P31
「第三次下野市行政改革大網（案）」
パブリックコメントを実施します	 …P33

広報しもつけにお子さんの写真を掲せませんか？…P34

月 火 水 木 金 土 日
1/1 2 3 4

グリムイルミネーションク
ローズセレモニー(12・28)

5 6 7 8 9 10 11

はやと

下野市文化財写
真展作品募集開
始(12・36)

つくし子育て巡
回相談(1・15)

がん患者と家
族のサロン(12・
34)

下野市職員採用
募集期限
(1・36)

ひめちゃん

成人式(10・26)
瓜田瑠梨特別住民票交付
式(1・27)

12 13 14 15 16 17 18
天平マラソン大
会(10・22)
沿道での応援お
願いします！

ゆらちゃん

アコーディオン
「歌声」(12・30)

保育士体験会
(1・35)

こたろう

国分寺庁舎・公民館停電
(1・32)

19 20 21 22 23 24 25
道の駅食のオー
プンスクール
(12・29)

フレッシュマ
マ・パパ教室
(1・15)
しもつけ減塩
部①(1・16)
まちなか元気
講演会(12・35)

行政書士無料
専門相談会
(1・36)

農業用軽油免税
申請(石橋)
(1・29)
いいこみ
(1・23)

第９回下野市教育のつど
い(1・28)

まちづくり市民懇談会
(1・4)
しば焼き(1・32)
しもつけ・国際ソングコン
テスト(1・40)

26 27 28 29 30 31 2/1
はつらつサロン
(1・17)
農業用軽油免税
申請(国分寺)
(1・29)
みるく子育て巡
回相談(1・15)

農業用軽油免
税申請(南河内)
(1・29)

ヘルシースター
ト教室(1・16)
学悠館高校説明
会(1・32)
司法書士無料相
談会(1・36)

みそ汁塩分測
定会(1・17)
市民インター
ネット体験講
座(1・22)

和本アルバムを作ろう
(12・29)
市民インターネット体験
講座(1・22)

人権講演会in矢板(1・32)
シニアスキーツアー
(1・21)
ソフトバレーボール大会
(1・21)

2 3 4 5 6 7 8

ゆうかちゃん

つくし子育て
巡回相談
(1・15)
税理士無料税
務相談(1・36)

アコーディオン
「歌声」
(12・30)
保育士体験会
(1・35)

プチサンタ親
子で楽しむ会
(1・28)

写経体験教室(1・28)
まちづくり市民懇談会
(1・4)
ゲートキーパー養成研修
会(1・15)

プチサンタ親子で楽しむ
会(1・28)
五士会無料相談会(1・36)
ファミリースキー講座
(1・20)

9 10 11 12 13 14 15
はつらつサロン
(1・17)

パソコンスキ
ルアップ講座
(1・22)

がん患者と
家族のサロン
(1・31)

しもつけ減塩
部②(1・16)
道の駅食の
オープンス
クール(12・29)

オープンペア卓球大会
(1・21)

今月誕生日の児童を掲載しています。
掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

１月誕生日のみんな！
おめでとう

南河内公民館まつり（1・23）

石橋公民館まつり（1・23）

国分寺公民館まつり（1・23）
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イ
ベ
ン
ト

下
野
市
消
費
者
ま
つ
り
で

木
工
教
室
を
開
催
し
ま
す

2/28
栃
木
県
産
材
を
使
っ
た
木
工
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

普
段
、
木
に
触
れ
る
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
市
民
の
方
々
に
、

木
の
良
さ
や
、
木
の
ぬ
く
も
り
、

そ
し
て
森
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
森
林
を
守

り
育
て
る
重
要
性
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時

２
月
28
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

■
内
容

　

プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り

■
集
合
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

■
募
集
対
象
・
定
員

　

下
野
市
内
在
住
の
方�

先
着
50
名

　

�

た
だ
し
、
小
学
２
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
。

■
参
加
費
用　

無
料

※�

か
な
づ
ち
・
定
規
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

電
話
に
よ
り
申
し
込
み
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
受
付
は
先
着
順

と
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

■
申
込
期
間

１
月
15
日
㈭
～
２
月
16
日
㈪

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課

☎（
48
）２
１
４
３

 「
ま
ろ
に
☆
え
～
る
」の
瓜
田
瑠
梨
ち
ゃ
ん
へ
の

「
下
野
市
特
別
住
民
票 

交
付
式
」を
開
催
し
ま
す
！

1/11
下
野
市
在
住
の
「
瓜う

り

田た

瑠る

梨り

」

ち
ゃ
ん
を
ご
存
知
で
す
か
？

瓜
田
瑠
梨
ち
ゃ
ん
は
、
と
ち
ぎ

テ
レ
ビ
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

「
ま
ろ
に
☆
え
～
る
」
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
す
。
市
と
一
緒
に
下
野

市
が
誇
る
生
産
量
日
本
一
の
か
ん

ぴ
ょ
う
と
下
野
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
う
た
め
、
特
別
住
民
票
を
交
付

し
ま
す
。
ま
た
、
交
付
第
１
号
を

記
念
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。当

日
は
交
付
式
、
特
別
住
民
票

（
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
付
）
の
販
売
、

声
優
の
小
林
元
子
さ
ん
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
か
ん
ぴ
ょ
う
Ｐ
Ｒ
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
（
雨
天
決
行
）。

■
日
時１

月
11
日
㈰

　

午
前
11
時
～

■
場
所

　

道
の
駅
し
も
つ
け

■
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

☎（
48
）２
１
１
２

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

突然あらわれたかんぴょうの
妖精「かぴょーん」とともに、
かんぴょうを広めるためにア
イドルとなって日々頑張るか
んぴょう屋の娘。少し「ツン
デレ」な女子高生。
瓜田　瑠梨プロフィール
●高校２年生／Ａ型
●好きなもの…フルーツ
　　　　　　　（かんぴょう）

ま
ろ
に
☆
え
～
る 

っ
て
？

栃
木
県
は
イ
チ
ゴ
の
生
産

量
が
日
本
一
、
か
ん
ぴ
ょ
う

の
生
産
も
日
本
一
！
宇
都
宮

の
餃
子
消
費
量
も
日
本
一
！
、

と
県
外
に
は
知
ら
れ
て
い
な

い
事
実
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
、

栃
木
県
を
た
く
さ
ん
の
方
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に“
エ

ー
ル
”
す
べ
く
結
成
さ
れ
た
、

と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
の
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
（
ボ
イ
ス
コ
ミ
ッ

ク
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
で
す
。

今
な
ら
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ボ
イ
ス
コ
ミ

ッ
ク
公
開
中
。
16
話
に
は
カ

ン
ピ
く
ん
も
登
場
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.tochigi-tv.

jp/

瓜田瑠梨と『かぴょーん』

まろに☆え～る
©とちぎテレビ

イベント案内

11：00 幼稚園児等による演奏

13：00 特別住民票交付式
小林元子さんトークショー

13：45 とちおとめ25ショー
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

第
９
回
下
野
市
教

育
の
つ
ど
い
に
つ

い
て

1/24

下
野
市
の
教
育
・
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
教
育

委
員
会
に
よ
る「
教
育
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

市
民
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時

　

１
月
24
日
㈯
午
前
９
時
開
会

■
場
所

　

国
分
寺
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

■
内
容

○
下
野
市
教
育
委
員
会
表
彰

　

・
優
秀
優
良
者

　

・
善
行
篤
行
者

　

・
優
秀
優
良
教
職
員

○�

子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

各
中
学
校
代
表
に
よ
る
発
表

○�

岡
田
裕
子

　

ピ
ア
ノ
＆
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト

�　
「
忘
ら
れ
な
い
、

　
　
　
　
　

あ
の
日
の
た
め
に
」

　
　

～
被
災
地
を
訪
ね
て
～

※
入
場
無
料
。

　

要
約
筆
記
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課
☎（
52
）1
1
1
7

写
経
体
験
教
室
開
催
の

お
知
ら
せ

2/7
下
野
薬
師
寺
歴
史
館
で
は
、
か

つ
て
仏
教
の
修
行
の
ひ
と
つ
と
し

て
行
わ
れ
て
い
た
写
経
を
体
験
す

る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

２
月
７
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

■
方
法　

椅
子
に
座
っ
て
、
下
書

き
の
あ
る
紙
に
筆
ペ
ン
を
使
っ
て

書
き
ま
す
。

■
参
加
費　

1
0
0
円

■
対
象　

子
供
か
ら
大
人
ま
で

（
静
か
に
取
り
組
め
る
方
）

■
受
付
人
数　

8
名
ま
で

■
申
し
込
み
期
間

　

１
月
14
日
㈬
～
31
日
㈯

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

☎（
47
）３
１
２
１

プ
チ
サ
ン
タ
親
子
で

楽
し
む
会

映
画
上
映
会
へ
の

お
さ
そ
い

2/6・2/8
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
１

/
4
の
奇
跡
～
本
当
の
こ
と
だ
か

ら
～
」
上
映
会
。
～
病
気
や
障
が

い
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
ひ
と

と
き
を
す
ご
し
ま
せ
ん
か
？
～

養
護
学
校
教
諭
か
っ
こ
ち
ゃ
ん

こ
と
山
元
加
津
子
さ
ん
と
、
子
ど

も
達
と
の
心
の
あ
た
た
ま
る
つ
な

が
り
を
描
く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
で
す
。
人
は
な
ぜ
完
全
で
は

な
い
の
か
？
宇
宙
は
な
ぜ
完
全
で

は
な
い
の
か
？
今
、
解
き
あ
か
さ

れ
て
い
く
い
の
ち
の
神
秘
。
障
が

い
の
有
無
を
越
え
て
、
ひ
と
り
ひ

と
り
を
大
事
に
お
も
う
。
一
人
で

も
多
く
の
市
民
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。（
日
本
語
字

幕
あ
り
。）

（
平
成
26
年
度
下
野
市
市
民
活
動

補
助
対
象
事
業
で
す
。）

■
日
程

・
２
月
６
日
㈮

　

※
託
児
な
し

・
２
月
８
日
㈰

　

※
託
児
あ
り

　

受
付　

午
前
９
時
30
分

　

開
会　

午
前
10
時

　

上
映
１
０
０
分

■
茶
話
会

　

上
映
後
、
す
こ
し
お
し
ゃ
べ
り

映
画
茶
話
会
を
し
ま
す

■
会
場

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル
（
栃
木

県
下
野
市
小
金
井
1
1
2
7
番
地
）

■
参
加
費

大
人
７
０
０
円

親
子
セ
ッ
ト
で
７
０
０
円

子
供
（
19
歳
以
下
）
３
０
０
円

茶
話
会
（
お
茶
菓
子
付
き
）
参

加
希
望
の
方
：
１
人
２
０
０
円�

■
申
し
込
み
方
法

①�

フ
ァ
ッ
ク
ス
：
参
加
日
程
、
茶

話
会
参
加
の
有
無
、
人
数
、
氏

名
、
大
人
か
子
供
か
、
託
児
の

　

�

希
望
有
無
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ

Ａ
Ｘ（
32
）6
7
3
7
へ
送
信

②
電
話
：
☎（
32
）6
7
3
3

　

む
つ
み
保
育
園
内
プ
チ
サ
ン
タ

事
務
局　

安
田
ま
で

　

平
日
：
午
前
9
時
～
午
後
6
時�

■
申
込
締
切

映�

画
：
２
月
４
日
ま
で
。
た
だ
し

当
日
券
も
あ
り
ま
す
。

託�

児
：
２
月
２
日
ま
で
。
先
着
20

人
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

む
つ
み
保
育
園
内
プ
チ
サ
ン
タ

事
務
局　

安
田

　

☎（
32
）６
７
３
３
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お
知
ら
せ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

伊
沢
一
郎
様
か
ら
金
１
０
０
万

円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
国
際
交
流
事
業
に
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業
用
軽
油
引
取
税

免
税
証
の
交
付
申
請
に

つ
い
て

農
業
用
免
税
軽
油
の
申
請
受
付

が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
、
申

請
窓
口
が
南
河
内
公
民
館
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
場
所

・
南
河
内
公
民
館　

１
階
会
議
室

※�

昨
年
と
は
会
場
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

■
申
請
の
際
に
持
参
す
る
も
の

⑴
免
税
軽
油
使
用
者
証

⑵
印
鑑

⑶�
免
税
軽
油
の
引
取
り
に
係
る
報

告
書
（
納
品
書
又
は
領
収
書
を

添
付
、
写
し
で
も
可
）

⑷
手
数
料
４
２
０
円

⑸�

耕
作
証
明
書
（
新
規
申
請
及
び

耕
作
面
積
が
減
っ
た
場
合
）

※�

更
新
の
み
の
場
合
、
及
び
耕
作

面
積
が
増
え
た
場
合
は
耕
作

証
明
は
不
要
で
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

①
新
規
申
請
及
び
交
付
数
量
の
見

　

�

直
し
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
後

日
の
交
付
に
な
り
ま
す
。

②�

新
規
申
請
及
び
登
録
機
械
の
入

れ
替
え
が
あ
る
方
は
、
機
械
の

「
メ
ー
カ
ー
名
」「
型
式
」「
馬

力
」
を
メ
モ
等
に
控
え
て
き
て

く
だ
さ
い
。

③�

国
税
お
よ
び
地
方
税
の
滞
納
処

分
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
処
分

解
除
の
日
か
ら
２
年
を
経
過

し
な
け
れ
ば
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

④�

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
農
業

等
に
係
る
免
税
制
度
に
つ
い

て
は
、
現
在
平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で
の
経
過
措
置
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
制
度

延
長
が
未
定
の
た
め
、
今
回
の

一
括
交
付
で
交
付
と
な
る
数

量
は
、
前
年
度
交
付
し
た
１
年

間
分
と
同
数
量
が
限
度
と
な

り
ま
す
。

※�
朝
一
番
、
午
後
一
番
の
時
間
帯

は
混
雑
し
ま
す
。
遅
い
時
間
帯

が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

※�

更
新
手
数
料
４
２
０
円
は
つ
り

銭
の
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
栃
木
県
税
事
務
所

軽
油
引
取
税
調
査
担
当

　

☎
0
2
8
2（
23
）6
8
8
2

○
下
野
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎（
48
）２
１
１
６

国
民
健
康
保
険

高
額
療
養
費
の

制
度
改
正
に
つ
い
て

１
月
診
療
分
か
ら
、
70
歳
未
満

の
方
の
自
己
負
担
限
度
額
が
、
現

行
３
区
分
か
ら
５
区
分
に
細
分
化

さ
れ
ま
す
。（
表
参
照
）

な
お
、
70
歳
以
上
の
方
の
限
度

額
に
つ
い
て
は
、
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
６

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

受付日
受付時間・対象地区

9：00～11：30 13：00～15：30

１月
23日㈮ 石橋全地区

26日㈪ 国分寺全地区

27日㈫

南河内地区
下原・西区・
薬師寺一丁目
～六丁目・成
田・町田上・
町田下・谷地
賀上・谷地賀
下・下文狹・
東田中・西田
中・地久目喜・
仁良川上・仁
良川下・祇園
町

南河内地区
本吉田北・本
吉田南・絹板・
絹板台・台坪
山・的場・上
坪山・東根・
塚越・磯部・
川島・上吉田・
鯉沼・三王山・
西坪山・祇園・
緑

■平成27年１月診療分からの70歳未満の方の自己負担限度額（月額）

区分
適用区分

（所得金額※1）
３回目まで ４回目以降（※2）

ア 901万円超
252,600円＋

（総医療費－842,000円）×1％
140,100円

イ
　600万円超　
～901万円以下

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×1％

93,000円

ウ
　210万円超　
～600万円以下

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×1％

44,400円

エ 210万円以下 57,600円 44,400円

オ 住民税非課税世帯 35,400円 24,600円
※１　�所得金額：国民健康保険被保険者の基礎控除後の総所得金額等の合計額を

さします。
※２　�直近12か月間に、同一世帯で高額療養費の支給が３回以上あった場合は、

４回目からの限度額を適用します。



Shimotsuke

広報しもつけ　2015.１
30

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

平
成
27
年
度
の
育
児
マ
マ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
利
用
券

に
つ
い
て

育
児
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
利
用

券
は
、
在
宅
乳
児
（
３
か
月
か
ら

１
歳
未
満
）
を
養
育
す
る
保
護
者

の
方
が
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、

冠
婚
葬
祭
、
通
院
な
ど
で
乳
児
を

一
時
的
に
預
け
る
こ
と
が
で
き
る

利
用
券
で
す
。

市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
対

象
年
齢
を
３
歳
未
満
ま
で
延
長
の

う
え
配
布
枚
数
を
増
や
す
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
、
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■�

現
在
お
持
ち
の
利
用
券
は
有
効

期
限
内
（
１
歳
に
な
る
ま
で
）

に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

■�

現
在
お
持
ち
の
利
用
券
と
新
制

度
で
の
利
用
券
を
交
換
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
現
在

お
持
ち
の
利
用
券
の
有
効
期

限
は
延
長
し
ま
せ
ん
）。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車

購
入
費
補
助
金
の
終
了
の

お
知
ら
せ

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
購
入

費
補
助
金
は
、
平
成
27
年
３
月
を

も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
平
成
26
年
度
に
購
入
し
た
も

の
に
限
り
、
購
入
日
か
ら
１
年
以

内
の
申
請
で
あ
れ
ば
補
助
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
申
請
を
さ
れ
る
場

合
に
は
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
申
請
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
こ

ど
も
福
祉
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

くらしの情報

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク

検
診
費
用
助
成
の

申
し
込
み
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
人
間

ド
ッ
ク
検
診
費
用
助
成
の
申
し
込

み
は
、
１
月
30
日
㈮
が
締
め
切
り

で
す
。

受
診
は
3
月
31
日
㈫
ま
で
可
能

で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
期

限
ま
で
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
１
月
31
日
㈯
以
降
の
お

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
補
助
対

象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
中
に
特
定

健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
も
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
☎
（
40
）
５
５
５
６

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
顔
写
真
な
し
）
が
郵
送

で
も
申
請
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

平
成
27
年
１
月
か
ら
、
顔
写
真

な
し
の「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」

の
申
請
が
郵
送
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
窓
口
で
の
待
ち
時
間
が
短

縮
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
顔
写
真
付
き
の
「
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
従
来
ど
お
り
市
民
課
窓
口

で
の
み
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
（
郵
送
用
）」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
※
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
市
民
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■
受
取
り
方
法

申
請
後
、
市
民
課
よ
り
郵
送
で

届
く
照
会
書
と
、
照
会
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
本
人
確
認
書
類
を
お

持
ち
の
う
え
、
申
請
時
に
受
取
り

希
望
し
た
市
民
課
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
※
カ
ー
ド
の
受
取
り

は
ご
本
人
の
み
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用

登
録
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民

票
や
印
鑑
証
明
書
（
印
鑑
登
録
済

み
の
方
）
を
全
国
の
セ
ブ
ン
‐
イ

レ
ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ

ー
マ
ー
ト
・
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク

ス
に
設
置
さ
れ
た
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
か
ら
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

−

０
４
９
２

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７

　
下
野
市
市
民
課
☎（
40
）５
５
５
７

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

停
止
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
サ
ー

ビ
ス
に
つ
き
ま
し
て
、
シ
ス
テ
ム

更
新
作
業
の
た
め
１
月
20
日
か
ら

22
日
の
３
日
間
登
録
及
び
コ
ン
ビ

ニ
で
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
国
分
寺
庁
舎
内
の
自
動

交
付
機
に
つ
い
て
は
通
常
ど
お
り

利
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
７

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
し
も
つ
け
12
月
号
８
ペ
ー

ジ　

下
野
市
長
表
彰　

退
職
団
員

表
彰
状
の
表
彰
者
名
に
誤
り
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。

誤
り　

山
中　

貴
裕

正　
　

中
山　

貴
裕

訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。



Shimotsuke

広報しもつけ　2015.１
31

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

空
き
店
舗
活
用
事
業

奨
励
金
に
つ
い
て

市
で
は
市
内
商
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、
空
き
店
舗
活
用
事
業
奨

励
金
の
交
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

認
定
要
件
を
満
た
し
、
商
業
等

の
事
業
を
開
始
し
た
方
を
対
象
に

交
付
し
ま
す
。

下
野
市
内
に
出
店
を
考
え
ら
れ

て
い
る
皆
様
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
制

度
の
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
空
き
店
舗
と
は

か
つ
て
事
業
の
用
に
供
さ
れ
、

そ
の
後
、
移
転
、
閉
店
等
に
よ
り

閉
鎖
さ
れ
３
か
月
以
上
事
業
の
用

に
供
さ
れ
て
い
な
い
店
舗�

■
奨
励
金
に
つ
い
て

�

・
事
業
を
開
始
し
た
月
か
ら
１

年
間
に
限
り
、
対
象
物
件
に
係
る

賃
借
料
（
敷
金
、
礼
金
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
除
く
）
の

２
分
の
１
に
相
当
す
る
額

�

・
限
度
額
は
60
万
円

�

・
奨
励
金
は
６
か
月
ご
と
に
交
付

■
対
象
区
域　

市
内
全
域�

■
奨
励
金
受
給
資
格
の
認
定
申
請

奨
励
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
交
付
申
請
の
前
に
、

資
格
認
定
申
請
書
を
記
入
の
う
え
、

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
、
奨

励
金
受
給
資
格
者
の
認
定
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
認
定
の
要
件

⑴�

市
内
に
お
い
て
空
き
店
舗
を
賃

借
し
て
事
業
を
開
始
す
る
方

⑵�

１
年
以
上
営
業
を
継
続
で
き
る

方
⑶�

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第

２
条
に
規
定
す
る
風
俗
営
業

以
外
の
業
務
を
営
む
方

⑷
市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

⑸�

市
民
の
生
活
の
安
全
及
び
平
穏

を
確
保
す
る
こ
と
を
阻
害
す

る
お
そ
れ
の
な
い
方�

■
認
定
の
通
知

申
請
後
、
審
査
を
行
い
、
奨
励

金
受
給
資
格
を
認
定
し
た
と
き
は
、

認
定
書
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

■
受
給
資
格
認
定
後
か
ら
奨
励
金

の
交
付
ま
で

①�

奨
励
金
受
給
資
格
を
認
定
さ
れ

た
方
（
認
定
者
）
は
、
事
業
開

始
の
月
か
ら
６
か
月
経
過
し

た
後
及
び
１
年
を
経
過
し
た

後
に
、
奨
励
金
の
交
付
を
申
請

し
ま
す
。

②�

奨
励
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た

認
定
者
は
、
請
求
書
を
提
出
し

ま
す
。

③�

認
定
者
に
奨
励
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。�

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

☎（
48
）２
１
１
２

認
定
農
業
者
制
度
を
活
用
し

経
営
発
展
を
め
ざ
そ
う

こ
の
制
度
は
、
プ
ロ
の
農
業
経

営
者
と
し
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

す
る
農
業
者（
法
人
を
含
み
ま
す
）

を
幅
広
く
育
成
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
５
年
後
の
年
間
農

業
所
得
目
標
を
５
８
０
万
円
、
年

間
労
働
時
間
を
２
，０
０
０
時
間

と
し
た
計
画
を
策
定
し
た
農
業
者

を
、
市
が
認
定
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
申
請
は
、
１
月
23

日
㈮
で
締
め
切
り
に
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
農
政
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
度
か
ら
、
認
定
農
業

者
で
な
い
と
受
け
ら
れ
な
い
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
☎（
48
）２
１
４
３

宇
都
宮
都
市
計
画
公
園
の

変
更（
案
）の
縦
覧
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
第
17
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
宇
都
宮
都
市
計
画
公
園

の
変
更（
案
）の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

■
都
市
計
画
の
種
類

　

宇
都
宮
都
市
計
画
公
園

■
公
園
の
名
称

　

大
松
山
運
動
公
園

■
位
置
及
び
面
積

�

・
位
置　

下
野
市
大
松
山
一
丁
目
、

　
　
　
　

石
橋
、
下
石
橋

�

・
面
積　

約
14
．2
h
a

■
縦
覧
場
所

�

・
都
市
計
画
課

　
（
下
水
道
庁
舎
２
階
）

�

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
（
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
）

■
縦
覧
期
間

　

１
月
７
日
㈬
～
21
日
㈬

　

�（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
）

　

な
お
、
縦
覧
す
る
宇
都
宮
都
市

計
画
公
園
の
変
更（
案
）に
つ
い
て
、

縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

☎（
48
）２
１
１
４

が
ん
患
者
と
家
族
の

サ
ロ
ン
開
催（
２
月
）

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。
病
気
と
の
向
き

合
い
方
を
学
ん
だ
り
、
話
し
合
い

の
時
間
を
持
っ
た
り
す
る
場
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時

　

2
月
12
日
㈭

　

午
後
2
時
～
4
時

■�

場
所

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

　

新
館
２
階
会
議
室

■
内
容

�

・�

ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
「
リ
ン

パ
浮
腫
の
ケ
ア
に
つ
い
て
」

�

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

�

・
自
由
な
語
り
合
い

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
が
ん

相
談
支
援
室

☎（
58
）7
1
0
7
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「
し
ば
焼
き
」を
実
施
し

ま
す

　
越
冬
病
害
虫
防
除
の
た
め
、
あ

ぜ
道
等
の
し
ば
焼
き
を
実
施
し
ま

す
。

■
日
時

１
月
25
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

※
雨
天
等
に
よ
り
実
施
で
き
な
い

場
合
は
、
２
月
１
日
㈰
に
順
延

■
場
所

市
内
の
水
田
・
畑
の
あ
ぜ
道
等

■
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
☎（
48
）２
１
４
３

２
０
１
５
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す

２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉

に
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
５
年
に
１
度
、

農
林
業
や
農
山
村
の
実
態
を
調
べ
、

国
や
地
方
の
農
林
業
施
策
の
企

画
・
推
進
に
役
立
つ
と
て
も
大
切

な
調
査
で
す
。

１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん

で
い
る
皆
様
の
と
こ
ろ
へ
調
査
員

が
調
査
票
を
お
届
け
し
、
後
日
受

け
取
り
に
伺
い
ま
す
。
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

「
と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応

援
セ
ン
タ
ー
（
愛
称：ぷ
ら
っ

と
）」
が
開
設
し
ま
し
た

栃
木
県
で
は
、
シ
ニ
ア
世
代
の

方
々
の
様
々
な
社
会
参
加
活
動
を

応
援
す
る
た
め
、「
と
ち
ぎ
生
涯

現
役
シ
ニ
ア
応
援
セ
ン
タ
ー
（
愛

称
：
ぷ
ら
っ
と
）」
を
開
設
し
ま

し
た
。

専
門
の
相
談
員
が
高
齢
者
の

方
々
の
経
歴
や
希
望
を
お
聞
き
し
、

経
歴
や
希
望
に
添
っ
て
、
最
も
適

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

関
係
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

様
々
な
資
料
の
閲
覧
も
で
き
ま

す
。何

か
を
始
め
た
い
と
お
考
え
の

方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

宇
都
宮
市
駅
前
通
り
１

−
３

−

１　

フ
ミ
ッ
ク
ス
ス
テ
ム

ビ
ル
３
階

■
開
設
時
間

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※�

土
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
（
日

曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休

館
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援

セ
ン
タ
ー

☎
0
2
8（
6
2
2
）3
0
1
8

「
人
権
講
演
会
in
矢
板
」

を
開
催
し
ま
す

県
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
問
題

に
関
す
る
理
解
促
進
と
人
権
意
識

向
上
の
た
め
、
人
権
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時

２
月
１
日
㈰
午
後
２
時
～

■
場
所

矢
板
市
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

矢
板
市
矢
板
1
0
3
番
地
1

☎
0
2
8
7（
43
）2
2
1
2

■
内
容

演�

題
：「
強
さ
は
優
し
さ　

柔

道
か
ら
学
ん
だ
事
」

講
師
：
山
口　

香　

氏

　

筑
波
大
学
大
学
院
准
教
授
・

　

ソ
ウ
ル
五
輪
女
子
柔
道

　

銅
メ
ダ
リ
ス
ト

■
定
員

4
0
0
名

※
入
場
無
料
・
事
前
申
込
不
要

■
そ
の
他

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
県
民
生
活
部

人
権
・
青
少
年
男
女
参
画
課

人
権
施
策
推
進
室

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
0
2
7

栃
木
県
立
学
悠
館
高
等
学
校

説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

■
日
時

１
月
28
日
㈬

受
付
：
午
後
２
時
～
２
時
20
分

■
内
容

校
舎
見
学
、
学
校
概
要
・
入
試

説
明
、
個
別
面
談
（
希
望
者
）
を

行
い
ま
す
。

■
会
場

栃
木
県
立
学
悠
館
高
等
学
校

（
栃
木
市
沼
和
田
町
２

−

２
）

※�

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
対
象

入
学
・
転
入
学
・
編
入
学
希
望

者
、
保
護
者
等

■
申
込
方
法

１
月
27
日
㈫
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※�

中
学
生
及
び
転
入
学
希
望
者
は
、

現
在
籍
校
に
連
絡
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
学
悠
館
高
等
学
校

☎
０
２
８
２（
20
）７
０
７
３

　

０
２
８
２（
24
）９
２
９
９

電
気
設
備
点
検
に
伴
う

庁
舎
・
公
民
館
の
停
電
に
よ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
へ

の
接
続
停
止
に
つ
い
て

電
気
設
備
の
定
期
点
検
に
伴
い
、

国
分
寺
庁
舎
及
び
国
分
寺
公
民
館

が
停
電
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
部
の
施
設
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
へ
の
接
続
が
で

き
な
く
な
り
、
施
設
予
約
を
受
付

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
票
等
自
動
交
付
機

が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ご
利
用
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
停
電
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

接
続
停
止
の
予
定
日
時

１
月
18
日
㈰

午
後
２
時
～
６
時
頃

■
施
設
予
約
が
で
き
な
く
な
る
施

設
庁
舎
、
公
民
館
、
図
書
館
、
体

育
施
設

※�

国
分
寺
庁
舎
内
の
自
動
交
付
機

は
終
日
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

管
財
課
☎（
40
）５
５
５
３

くらしの情報
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高
齢
者
の
方
で「
デ
マ
ン

ド
バ
ス
利
用
券
」を
お
持

ち
の
方
へ

平
成
26
年
度
に
発
行
し
た
「
デ

マ
ン
ド
バ
ス
利
用
券
」
の
有
効
期

限
は
平
成
27
年
3
月
31
日
㈫
ま
で

と
な
り
ま
す
。
期
限
内
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

市
で
は
80
歳
以
上
の
高
齢
者
の

方
に
対
し
て
、
外
出
支
援
と
社
会

参
加
の
拡
大
を
図
る
た
め
「
デ
マ

ン
ド
バ
ス
利
用
券
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

利
用
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
5

募
　
集

「
第
３
次
下
野
市
行
政

改
革
大
綱（
案
）」パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

市
で
は
、
よ
り
一
層
の
行
政
改

革
を
推
進
す
る
た
め
第
３
次
下
野

市
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

公
募
市
民
及
び
学
識
経
験
者
で

構
成
さ
れ
る
「
下
野
市
行
政
改
革

推
進
委
員
会
」
に
お
い
て
本
大
綱

に
か
か
る
意
見
・
提
言
を
い
た
だ

き
、
原
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

■
公
表
す
る
資
料

第
３
次
下
野
市
行
政
改
革
大
綱

（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所

⑴
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

⑵
文
書
閲
覧

　

次
の
場
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

①�

総
合
政
策
課
（
国
分
寺
庁
舎
２

階
）

②�

石
橋
庁
舎
相
談
室

　
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

③�

市
民
課
南
河
内
窓
口
（
南
河
内

図
書
館
２
階
）

※�

閲
覧
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分（
土・日・祝
日
を

除
く
）

■
意
見
の
提
出
方
法

「
意
見
等
記
入
用
紙
」に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、直
接
持
参
の
い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
電
話
不
可
）

　

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
際
に
は
、
氏
名
（
※
）、
住

所
（
※
）、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。（
※

は
、
必
須
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
明
記
の
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
。）

■
意
見
の
募
集
期
間

　

１
月
５
日
㈪
～
26
日
㈪

　

午
後
５
時
15
分

※
提
出
方
法
に
関
わ
ら
ず
必
着

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

−

０
４
９
２

　

�

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７（
国

分
寺
庁
舎
２
階
）

　

下
野
市
役
所
総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

　

（
40
）５
５
７
２

　

�
sougouseisaku@

city.
shim

otsuke.lg.jp
動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

■
テ
ー
マ

　

人
と
動
物
の
心
温
ま
る
光
景
等

を
題
材
と
し
た
も
の

■
応
募
期
間

　

１
月
５
日
㈪
～
26
日
㈪

■
応
募
資
格

　

栃
木
県
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方■
応
募
作
品
の
規
格

　

２
L
判
（
キ
ャ
ビ
ネ
判
）

■
応
募
方
法

　

写
真
と
応
募
用
紙
（
栃
木
県
動

物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。）

を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
注
意
事
項

・�

合
成
処
理
等
の
デ
ジ
タ
ル
加

工
し
た
も
の
は
不
可
。

・�

応
募
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ

ん
。

・�

作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、

１
人
１
点
に
限
り
ま
す
。

※�

そ
の
他
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
�

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ

ー　

普
及
指
導
課

　

☎
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め

の
春
休
み
海
外
派
遣
参
加

者
募
集

■
派
遣
先

　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
ジ

ー
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ

リ
ピ
ン

■
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英

語
研
修
、
野
外
活
動
な
ど

■
日
程

　

３
月
25
日
㈬
～
４
月
５
日
㈰
の

う
ち
、
９
～
11
日
間

■
対
象　

小
学
３
年
～
高
校
３
年

■
費
用

　

３
５
８
，０
０
０
円
～
４
９
８
，

０
０
０
円
（
１
月
26
日
ま
で
に
お

申
し
込
み
の
方
は
１
万
円
割
引
。）

■
申
込
締
切　

２
月
２
日
㈪

※�

派
遣
先
に
よ
り
日
程
、
対
象
、

費
用
、
体
験
内
容
等
が
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
資
料
請
求
ま

た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

　

info@
kskk.or.jp

　

http://w
w
w
.kskk.or.jp

くらしの情報
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第
15
回
グ
リ
ム
絵
画
展

作
品
募
集

多
く
の
文
化
財
や
公
園
が
点
在

す
る
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
街
「
下
野

市
」
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
ま
た
ふ
る
さ
と
「
下
野
市
」

を
再
発
見
す
る
た
め
に
、
昨
年
に

続
き
、
下
野
市
の
風
景
を
募
集
し

ま
す
。

詳
し
い
要
項
は
、
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ

　

一
般
の
部　

下
野
市
の
風
景

　

幼
・
小
・
中
の
部　

下
野
市
の

風
景
や
日
常
風
景
な

ど
、
発
達
段
階
に
応

じ
た
独
自
性
の
あ
る

風
景
画

■
応
募
規
定

　

大
き
さ
は
4
号
か

ら
20
号
ま
で
。
額
装

し
て
展
示
で
き
る
状

態
で
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

材
料
、
画
材
、
用

具
は
自
由
。
応
募
点

数
は
１
人
２
点
ま
で
。

■
応
募
方
法

　

グ
リ
ム
の
館
で
配

付
し
て
い
る
応
募
票

に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
搬
入
期
間
に
グ
リ
ム
の
館
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

出
品
料
は
無
料
で
す
が
、
結
果

通
知
書
に
52
円
切
手
が
必
要
で
す
。

■
搬
入
期
間

　

１
月
24
日
㈯
、
25
日
㈰

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
展
示

　

入
賞
、
入
選
作
品
は
、
２
月
15

日
か
ら
22
日
ま
で
グ
リ
ム
の
館
に

展
示
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）１
１
８
０

花
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ

出
演
者
募
集
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
『
第
36
回
天
平
の

花
ま
つ
り
』
の
開
催
期
間
中
に
ス

テ
ー
ジ
に
出
演
す
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

■
応
募
資
格

市
内
に
在
住
・
勤
務
す
る
個

人
及
び
団
体
。（
催
し
の
内
容
は
、

演
舞
・
演
劇
・
合
唱
・
合
奏
・
バ

ン
ド
演
奏
・
大
道
芸
な
ど
花
ま
つ

り
の
雰
囲
気
を
損
な
わ
な
い
も
の

と
し
ま
す
。）

■
応
募
方
法

出
演
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
下
野
市
観
光
協
会
（
道
の

駅
し
も
つ
け
内
）
ま
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
は
観
光

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
他
、
市
商
工
観

光
課
窓
口
で
も
配
布
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

１
月
30
日
㈮
午
後
５
時
ま
で

（
必
着
）

■
注
意
事
項

出
演
時
間
は
45
分
間
と
し
ま
す
。

出
演
者
の
決
定
に
つ
い
て
は
審

査
会
を
実
施
し
、
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
応
募
す
る
方
は
事
前
に
必

ず
出
演
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

�

一
般
社
団
法
人
下
野
市
観
光
協

会
（
道
の
駅
し
も
つ
け
内
）

☎（
39
）６
９
０
０

　

http://w
w
w
.shim

otsu

　

ke-ta.com
/

広
報
し
も
つ
け
に

お
子
さ
ん
の
写
真
を

載
せ
ま
せ
ん
か
？

広
報
し
も
つ
け
の
「
今
月
誕
生

日
」
コ
ー
ナ
ー
（
今
月
号
で
は

26
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

に
掲
載
す
る
誕
生
月
の
お
子
さ
ん

（
小
学
生
以
下
）
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
申
込
方
法

①
申
込
者
（
保
護
者
）
の
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
②
児
童
の
誕
生

月
③
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
（
記

載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載

し
ま
す
。）
を
明
記
（
様
式
任
意
）

し
、
写
真
（
電
子
デ
ー
タ
の
場
合

は
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）
を
添
え

て
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
持
参
に
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

掲
載
月
（
児
童
の
誕
生
月
）
の

前
々
月
末
日
（
末
日
が
休
日
の
場

合
は
、
そ
の
前
日
。
例
：
３
月
号

掲
載
希
望
の
場
合
は
１
月
30
日
㈮
）

■
注
意
事
項

�

・�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

�

・�

掲
載
日
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

�

・�

提
出
い
た
だ
い
た
写
真
（
デ

ー
タ
）
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

�

・�

掲
載
可
否
の
お
問
い
合
わ
せ

に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

�

・�

広
報
し
も
つ
け
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

�

・�

版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の

と
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

�

総
合
政
策
課
（
国
分
寺
庁
舎
２

階
）

☎（
40
）５
５
５
０

　

sougouseisaku@
city.shi

　

m
otsuke.lg.jp

くらしの情報

第14回一般の部大賞「烏ケ森公園」　作：川勾英雄氏

お子さんを驚かせてみては!?
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保
育
士
の
資
格
を

お
持
ち
の
方
へ

保
育
士
体
験
会
の
お
知
ら
せ

子
育
て
が
一
段
落
し
た
の
で
、

資
格
を
活
か
し
て
保
育
園
で
働
き

た
い
と
思
っ
て
い
て
も
気
持
ち
だ

け
で
は
…
と
不
安
に
な
っ
て
い
る

方
は
い
ま
せ
ん
か
？

今
回
、
公
立
保
育
園
で
保
育
士

体
験
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
程

第
１
回　

１
月
16
日
㈮

第
２
回　

２
月
５
日
㈭

※
両
日
共
に
午
前
9
時
30
分
～

　

正
午

■
定
員

各
回
３
名

※�

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
場
所

市
立
グ
リ
ム
保
育
園

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
（
２
枚
）、筆
記
用
具
、

髪
の
長
い
方
は
髪
留
め

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
保
育
園

☎（
52
）1
1
2
7

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

臨
時
保
育
士
等
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

�

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

�

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

�
・
保
育
士
：
時
給
１
，０
５
０
円

�
・
保
健
師
：
時
給
１
，１
０
０
円

　
（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
７
時
～
午
後
７
時
の
う
ち

　

�

①
フ
ル
タ
イ
ム
（
７
時
間
45
分

（
休
憩
時
間
60
分
））

②
短
時
間
勤
務
（
４
時
間
）

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有
り

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

−

０
５
９
４

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

下
野
市
こ
ど
も
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

な
す
高
原
自
然
の
家

「
冬
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」

参
加
者
募
集

雪
遊
び
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

調
理
活
動
を
通
し
て
障
が
い
者
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
親
同
士
の
交
流

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
日

２
月
14
日
㈯
～
15
日
㈰

■
場
所　

な
す
高
原
自
然
の
家

■
対
象

県
内
在
住
で
、
障
が
い
の
あ
る

20
歳
以
上
の
方
、特
別
支
援
学
校
･

学
級
に
通
う
児
童
生
徒
と
そ
の
家

族■
定
員　

15
組
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

※�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い

ま
す
。（
定
員
：
15
名
）

■
参
加
費

大　

人
：
６
，０
０
０
円

高
校
生
：
３
，３
０
０
円

中
学
生
：
２
，５
０
０
円

小
学
生
：
２
，３
０
０
円

幼　

児
：
２
，１
０
０
円

■
申
込
締
切

１
月
14
日
㈬
必
着

■
申
込
方
法

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
よ
り
、

イ
ベ
ン
ト
名
、参
加
者
の
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）、
性
別
、
年
齢
、
生
年

月
日
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
を
明
記
し

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
５

−

０
３
０
１

那
須
郡
那
須
町
湯
本
１
５
７

な
す
高
原
自
然
の
家

☎
０
２
８
７（
76
）６
２
４
０

０
２
８
７（
76
）６
２
４
１

防
衛
大
学
校
一
般
採
用
試
験

（
後
期
）の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
４
月
に
入
校
す
る
防

衛
大
学
校
学
生
を
募
集
い
た
し
ま

す
。

■
応
募
資
格

高
卒
（
見
込
み
含
む
）
21
歳
未

満
の
方
（
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
）

■
受
付
期
間

１
月
21
日
㈬
～
30
日
㈮

■
試
験
期
日

１
次
：
２
月
28
日
㈯

２
次
：
３
月
13
日
㈮

■
試
験
会
場

防
衛
大
学
校

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

☎（
25
）４
７
６
３

薪ストーブ専門店

ファイヤーライフ真岡
真岡市下高間木2-9-2　TEL0285-85-5687

http://www.firelife.jp　Open10:00〜 18:00　水曜日定休

◎薪ストーブ販売・設計施工・アクセサリー・薪販売
　薪割り体験・薪ストーブクッキング実演開催中 !!

全国 26店舗　安全安心な施工ネットワーク

広告 広告
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

平
成
27
年
４
月
１
日
採
用
予

定
下
野
市
職
員（
土
木
技
師
）

を
追
加
募
集
し
ま
す
！

■
受
験
資
格　

35
歳
以
下
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①�

１
級
土
木
施
工
管
理
技
士
の
資

格
を
有
す
る
方

②�

２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
の
資

格
を
有
し
、
１
年
以
上
の
専
任
の

主
任
技
術
者
経
験
を
含
む
３
年

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

　

�（
詳
細
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

■
募
集
期
限

１
月
９
日
㈮
（
消
印
有
効
）

■
試
験

会
場
：
国
分
寺
庁
舎　

会
議
室

１
次
：
１
月
18
日
㈰

適
性
検
査
及
び
作
文
試
験

２
次
：
２
月
６
日
㈮

個
別
面
接
試
験

■
募
集
人
数　

１
名
程
度

■
選
考
結
果

２
月
中
旬
以
降
全
員
に
通
知

■
応
募
方
法　

総
務
課
窓
口
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
試
験
案

内
、
応
募
用
紙
等
を
取
得
し
、
郵

送
ま
た
は
直
接
持
参
願
い
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

−

０
４
９
２

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７

下
野
市
総
務
課

☎（
40
）５
５
５
１

相
　
談

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時　

1
月
28
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間
（
予
約
制
）

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
先

　

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

　

☎（
21
）６
３
１
２

■
問
い
合
わ
せ
先

○
下
野
市
薬
師
寺
３
３
１
１

−

23

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　
　

監
事　

小
杉
孝
一

　

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

　

☎（
21
）６
３
１
２

○
下
野
市
医
大
前
３

−

10

−

13

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　
　

支
部
長　

飯
島
陽
子

　

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所　

　

☎（
44
）４
９
１
７

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時　

1
月
22
日
㈭

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

4
名

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

高
山　

久　

☎（
53
）１
６
７
２

五
士
会
無
料
相
談
会

■
日
時　

２
月
８
日
㈰　

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場

　

と
ち
ぎ
健
康
の
森
・
生
き
が
い

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
宇
都
宮
市
駒

生
町
３
３
３
７

−

１
）

■
相
談
内
容

　

弁
護
士
・
公
認
会
計
士
・
不
動

産
鑑
定
士
・
税
理
士
・
司
法
書
士

の
業
務
に
関
す
る
相
談

■
相
談
費
用　

無
料

■
主
催
（
共
催
）

　

栃
木
県
弁
護
士
会
、
日
本
公
認

会
計
士
協
会
栃
木
県
会
、
栃
木
県

不
動
産
鑑
定
士
協
会
、
関
東
信
越

税
理
士
会
栃
木
県
支
部
連
合
会
、

栃
木
県
司
法
書
士
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
８（
６
１
４
）１
１
２
２

税
理
士
会
が
行
う
還
付
申
告

無
料
税
務
相
談

■
日
時　

２
月
４
日
㈬

■
場
所　

税
理
士
会
栃
木
支
部
各

会
員
事
務
所

■
対
象　

所
得
金
額
3
0
0
万
円

以
下
の
給
与
所
得
者
及
び
年
金
受

給
者
で
、
少
額
の
還
付
申
告
相
談

（
内
容
に
よ
り
有
料
に
な
る
可
能

性
や
混
雑
の
こ
と
を
考
え
、
事
前

に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
理
士
会
栃
木
支
部

☎
0
2
8
2（
24
）4
8
6
1

※�

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ
記
事
が

29
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

就
　
職

県
南
産
業
技
術
専
門
校

｢

技
能
講
習
会｣

の
開
催

■
申
込
締
切

各
講
座
開
催
日
の
１
週
間
前

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門

校
（
足
利
市
多
田
木
町
76
）

☎
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３

講�座�名 定員 実　施　期　間 受講料

シーケンサ
基礎 10 1月21日㈬～22日㈭

午前９時～午後４時
4,950円

ガス溶接
技能講習 20 ２月５日㈭～６日㈮

午後９時～午後５時

※受講料は栃木県収入証紙でお支払いください。
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悪
質
業
者
は
、
今
話
題
に
な
っ

て
い
る
出
来
事
を
悪
用
し
て
近
づ

い
て
き
ま
す
。
i
P
S
細
胞
や

S
T
A
P
細
胞
の
他
に
も
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
企
業
の
個
人
情

報
漏
え
い
な
ど
、
話
題
性
の
あ
る

ニ
ュ
ー
ス
や
事
件
に
便
乗
し
た
詐

欺
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、「
代
わ
り
に
買
っ
て
く

れ
た
ら
高
値
で
買
い
取
る
」「
名

義
を
貸
し
て
く
れ
た
ら
謝
礼
を
払

う
」な
ど
と
持
ち
か
け
て
く
る「
劇

場
型
勧
誘
（
買
え
買
え
詐
欺
）」

に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
こ

う
し
た
勧
誘
の
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
ら
、
相
手
に
せ
ず
に
す
ぐ
に

電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
日
時　

月
～
金
曜
日

　
�（

土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）

　
�

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

※�
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

男
の
料
理
・
女
の
祭
り

　

団
体
・
地
域
活
動
で
「
こ
の
分
野

は
女
性
」「
こ
の
分
野
は
男
性
」
な

ど
と
、
つ
い
考
え
て
し
ま
う
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
料
理
教
室
は
女
性
が

通
う
も
の
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
よ

る
お
祭
り
は
男
性
が
活
躍
す
る
場

だ
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
市
内
で

は
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
男
性
の
食
の
自
立
を
目

的
と
し
、
男
性
の
料
理
教
室
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

は
、
3
0
0
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
、

基
本
の
料
理
法
、
健
康
的
な
食
生

活
に
つい
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

は
地
域
の
連
帯
感
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
祭
り
の
実
行
委

員
会
に
女
性
委
員
を
選
出
し
、
性

別
に
関
係
な
く
運
営
す
る
よ
う
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

男
女
を
問
わ
ず
様
々
な
人
が
集

ま
れ
ば
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
発

想
に
よ
っ
て
、
活
動
が
よ
り
充
実

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。「
女

性
だ
か
ら
」「
男
性
だ
か
ら
」
と
い

う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
新
し
い

分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

　

ま
ず
は
、
こ
の
柔
軟
な
発
想

を
し
た
方
に
拍
手
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
下
野
市
は
県
内
で
も

っ
と
も
面
積
が
小
さ
い
市
で
あ

り
な
が
ら
、
３
駅
が
あ
る
交
通

の
便
に
恵
ま
れ
た
市
で
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
が
あ
る
駅

で
す
が
、「
自
治
医
大
駅
」
は

栃
木
県
内
で
最
も
新
し
い
Ｊ
Ｒ

の
駅
で
す
。
昭
和
58
年
に
自
治

医
大
周
辺
開
発
に
あ
わ
せ
駅
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
治
医

大
駅
を
は
さ
ん
だ
旧
国
分
寺
町

と
旧
南
河
内
町
と
で
「
駅
名
」

に
つ
い
て
意
見
が
対
立
し
ま
し

た
。
駅
の
敷
地
で
あ
っ
た
国
分

寺
町
は
「
北
小
金
井
駅
」「
国

分
寺
駅
」、
自
治
医
大
の
設
置

が
契
機
で
駅
が
で
き
た
と
す
る

南
河
内
町
は
「
薬
師
寺
駅
」「
自

治
医
大
駅
」
を
主
張
し
ま
し
た
。

結
果
、
当
時
の
県
知
事
の
意
向

に
よ
り
「
自
治
医
大
駅
」
と
な

っ
た
そ
う
で
す
。
旧
国
鉄
で
地

名
以
外
の
駅
名
が
付
い
た
の
は

初
め
て
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
小
金
井
駅
の
北
方
約

１
㎞
の
場
所
に
あ
る
「
小
山
電

車
区
」
は
、
電
車
の
検
査
・
修

理
を
行
う
重
要
な
施
設
で
す
。

電
車
基
地
の
誘
致
を
野
木
町
と

競
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
終
的

に
旧
国
分
寺
町
に
設
置
と
な
り
、

昭
和
40
年
に
着
手
、
昭
和
43
年

に
完
成
と
な
り
ま
し
た
。
お
か

げ
で
小
金
井
駅
の
始
発
・
終
着

の
電
車
も
増
え
、
都
心
へ
の
通

勤
に
も
便
利
な
駅
と
な
り
ま
し

た
。

（
参
考
：
国
分
寺
町
史
）

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
こ
」で
す

くらしの情報くらしの情報

話
題
性
の
あ
る
出
来
事
に
便

乗
し
て
高
齢
者
を
狙
う
、悪
質

な
詐
欺
の
手
口
に
ご
注
意
！

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 39ページ

グリムの森イルミネーション

まちがいさがし

わかるかな？

男
女
共
同
参
画
社
会

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
２
階

生
活
安
全
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
①③ ②④ ③⑤

4 5 6 7 8 9 10
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
11 12 13 14 15 16 17
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
18 19 20 21 22 23 24
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
25 26 27 28 29 30 31
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2－4－3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2－7－18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795－4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320－2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター�
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285−23−6832

【診療日時】
平　日�19時〜22時（内科・小児科）
土曜日�19時〜22時（内科・小児科・外科）

　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日〜1月3日）       
      �10時〜12時、 13時〜17時
      �18時〜21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月〜土曜日：午後６時〜翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時〜翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前９時～午後2時

13日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

20日㈫ 小金井駅東口
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
21日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
1月6・13・20日、2月3・10日

　（いずれも火曜日）
法律相談　1月8日㈭
児童母子相談　1月27日㈫
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
1月５・1９日、 2月2・９日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　1月26日㈪
法律相談　2月12日㈭
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
1月9・16日、2月6・13日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　1月23日㈮
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　�　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

1
月
天平公園 柴北クラブ

花広場 図書館友の会

2
月
天平公園 花まつり協力会

花広場 心契会

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　2月2日㈪
固定資産・都市計画税� 第4期
国民健康保険税� 第7期
介護保険料� 第7期
後期高齢者医療保険料� 第7期
■納期　2月2日㈪
国民年金保険料� 12月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－５５５0↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

くらしの情報

日時 1 0 ・ 2 4 日㈯
場所 南河内児童館

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

1
January

きらら館は
トレーニング室



2
新年あいさつ
　　　下野市長  広瀬　寿雄

議会の活性化に向けて
　　　下野市議会議長  松本　賢一

4
まちづくりにあなたのご意見をお聞かせください

第2次下野市総合計画

5 教えて！ 自治基本条例
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8
9
10

税のお知らせ
所得税・市県民税申告相談のお知らせ
平成26年分所得税・住民税申告相談日程表

11 自治医科大学附属病院　連携協働コラム

12
14 保健便り

18
19
国民年金だより
新・下野市風土記

20
22
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24
25
図書館Library Information
読書人

26
40
くらしの情報
国際交流員マシアスのコラム

今月
の

表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
左
上
う
ず
の
向
き　

②
梁
の
数　

③
右
中
の
一
部
が
消
え
て
い
る

今月の何の日

１
月
10
日

か
ん
ぴ
ょ
う
の
日

　

夏
の
夜
、
し
も
つ
け
の
畑
に
ど
こ
か
ら
か

怪
し
い
男
が
ふ
た
り
…
。

泥
棒
Ａ
「
お
い
、
腹
減
っ
た
な
。」

泥
棒
Ｂ「
ア
ニ
キ
、ス
イ
カ
が
な
っ
て
ま
す
。」

泥
棒
Ａ
「
よ
し
、
ひ
と
つ
い
た
だ
こ
う
。」

　

割
っ
て
び
っ
く
り
、
真
っ
白
な
か
ん
ぴ
ょ

う
で
し
た
、
と
い
う
小
話
。

　

か
ん
ぴ
ょ
う
（
干
瓢
）
の
「
干
」
が
「
一
」

と
「
十
」
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

栃
木
県
が
定
め
ま
し
た
。

　

下
野
市
の
ブ
ラ
ン
ド
品
で
あ
り
生
産
量
日

本
一
の
特
産
品
の
「
か
ん
ぴ
ょ
う
」
は
、
カ

ル
シ
ウ
ム
・
カ
リ
ウ
ム
・
リ
ン
・
鉄
分
等
が

多
く
含
ま
れ
、
加
え
て
現
代
食
生
活
に
不
足

し
が
ち
な
食
物
繊
維
も
豊
富
な
こ
と
か
ら
、

特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
食
品
で
す
。

　

食
感
も
あ
り
、
味
に
く
せ
の
な
い
こ
と
か

ら
様
々
な
料
理
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
関
東
で
も
定
着
し
て
き
た
恵

方
巻
き
や
、
形
状
を
生
か
し
た
カ
ル
ボ
ナ
ー

ラ
な
ど
、
新
し
い
料
理
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ご
家
庭
で
も
、
ぜ
ひ
新
し
い
レ
シ
ピ
に
挑
戦

し
て
く
だ
さ
い
。

「せーの！」
　３人が息を合わせて藁

わら

の束を１本の縄に
まとめます。太さが揃った綺麗なしめ縄を
作るのは、見た目以上に大変です。
　少し形は悪くても、「家族が健康で過ごせ
るように」「勉強を頑張れるように」と願い
を込めて手作りしたしめ飾りで迎えた新年
は、きっと素敵な年になることでしょう。

年頭のごあいさつ

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.1
39



■人口と世帯（12 月 1日現在）
　　人口／ 60,265 人（-9）、男性／ 29,991 人（-19）、女性／ 30,274 人（+10）、世帯数／ 22,576 世帯（+32）

　

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
に
興
味
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
毎
回
た
く
さ
ん
の
人
々
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
注
目
す
る
の
が
そ
の
証

拠
で
し
ょ
う
。
２
０
２
０
年
に
は
東
京
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
皆

様
す
ご
く
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

人
間
は
本
能
的
に
強
さ
や
能
力
を
比
べ

る
の
が
好
き
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
文
明

が
発
達
し
た
世
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
平
和
的
な
方
法
で
そ
れ
が
で
き
る
の
は

と
て
も
良
い
こ
と
で
す
。
カ
ナ
ダ
の
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
日
本
の
野
球
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
優
勝
し
た
ド
イ
ツ
の
サ
ッ
カ
ー

な
ど
、
皆
さ
ん
少
な
く
と
も
一
つ
の
種
目

の
大
会
で
、
個
人
的
に
好
き
な
チ
ー
ム
の

た
め
に
応
援
し
た
り
、
盛
り
あ
が
っ
た
り

す
る
と
思
い
ま
す
。
優
勝
で
き
な
か
っ
た

チ
ー
ム
に
も
そ
れ
ぞ
れ
長
所
が
あ
り
ま
す

し
、
選
手
は
お
互
い
強
さ
を
競
う
こ
と
に

よ
り
、
自
分
の
限
界
を
超
え
て
上
達
し
ま
す
。

そ
し
て
公
正
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ら

し
い
大
会
を
作
る
た
め
に
選
手
と
主
催
者

が
協
力
す
る
の
は
み
ん
な
の
利
益
に
繋
が

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外
に
も
様
々
な
大

会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
る
ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
・

ソ
ン
グ
・
コ
ン
テ
ス
ト
と
い
う
歌
の
大
会

が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
そ
れ
ぞ
れ
の

代
表
歌
手
が
一
曲
歌
っ
て
競
い
ま
す
。

　

大
会
は
１
９
５
６
年
の
第
1
回
大
会
以

降
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
開
始

以
来
59
年
経
っ
た
今
で
も
そ
の
大
会
は
た

い
へ
ん
人
気
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
々

を
惹
き
つ
け
て
い
ま
す
。
自
分
の
家
の
ゆ
っ

た
り
と
し
た
居
間
、
大
会
の
会
場
、
パ
ブ

な
ど
の
様
々
な
場
所
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

大
勢
の
人
々
が
そ
の
大
会
の
た
め
に
集
ま

り
ま
す
。
大
会
の
当
初
の
目
的
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
に
あ
る
放
送
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
る
た
め
で
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

で
同
時
に
一
つ
の
番
組
が
放
映
さ
れ
る

こ
と
は
当
時
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

す
べ
て
の
国
の
歌
手
が
歌
い
終
わ
っ
た
後
、

視
聴
者
は
電
話
で
良
い
と
思
っ
た
一
人
の

歌
手
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
投
票
結
果
が
出
た
後
、
優
勝
者
が
も

う
１
回
歌
を
歌
い
ま
す
。
大
会
の
開
催
場

所
は
毎
回
か
わ
り
、
優
勝
者
の
国
で
次
の

大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
ア
ジ
ア
で
も
２
０
１
１
年

か
ら
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ソ
ン
グ
・

コ
ン
テ
ス
ト
と
い
う
ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
・

ソ
ン
グ
・
コ
ン
テ
ス
ト
と
同
じ
よ
う
な
大

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
だ
発
展
途
上
の

大
会
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
人
気

が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
ア
ジ
ア
で
開
か
れ
る
ソ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
視
聴
者
が
た
く
さ
ん
の
国
の
多

様
な
音
楽
を
体
験
で
き
る
素
晴
ら
し
い
機

会
だ
と
思
い
ま
す
。

国際交流

下
野
市
国
際
交
流
協
会

会
員
募
集
！

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
随
時

会
員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
入
会
い
た
だ
き
ま
す
と
、
年
に
３

回
ほ
ど
発
行
さ
れ
る
会
報
（
イ
ベ
ン
ト
・

パ
ー
テ
ィ
ー
等
各
種
行
事
の
案
内
が
記

載
さ
れ
ま
す
）
が
届
く
ほ
か
、
語
学
講

座
（
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・
中
国
語
・
韓

国
語
）
の
受
講
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

外
国
に
興
味
の
あ
る
方
、
外
国
人
と

交
流
し
て
み
た
い
方
は
ぜ
ひ
入
会
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

　

年
会
費
、
問
い
合
わ
せ
先
は
次
の
通

り
で
す
。

■
年
会
費

・
個
人
会
員 

一
口　

１
，
０
０
０
円　

・
学
生
会
員 

一
口　

５
０
０
円　

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員

 

一
口　

２
，
０
０
０
円　

・
法
人
会
員 

一
口　

５
，
０
０
０
円　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
下

野
市
役
所　

生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

　

 seikatsu@
city.shim

otsuke.
lg.jp

　

皆
さ
ま
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ソ
ン
グ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ン
テ
ス
ト

国
際
交
流
員
の
「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」
第
3
回

し
も
つ
け
・
国
際
ソ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
上
記
の
ユ
ー

ロ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ソ
ン
グ
・
コ
ン
テ
ス
ト
に

な
ら
っ
て
、
皆
様
と
一
緒
に
音
楽
大
会
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
参
加
者
の
方
が
大

会
の
審
判
員
に
な
り
、
実
際
の
ソ
ン
グ
・

コ
ン
テ
ス
ト
の
映
像
で
様
々
な
国
の
歌
手

の
演
技
を
見
て
、
一
番
良
い
と
思
っ
た
歌

手
に
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
下
野
市

で
優
勝
す
る
の
は
ど
の
国
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。
楽
し
み
で
す
。

■
日
時　

１
月
25
日
㈰

　
　

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

■
場
所　

国
分
寺
公
民
館　

視
聴
覚
室

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
間　

１
月
13
日
㈫
〜
21
日
㈬

■
定
員　

上
限
な
し

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
国
分

寺
庁
舎
２
階　

生
活
安
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広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（40）5550情報広報グループまで
ご連絡ください。
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